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令和５年 第２回 錦江町議会定例会会議録 

 

令和５年６月８日（木）午前１０時００分 

錦 江 町 議 会 議 場 

 （開会・開議） 

○笹原議長 皆さん、おはようございます。これから、本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、あらかじめ配布しましたので、ご了承願います。 

 日程第１ 一般質問 

○笹原議長 日程第１、一般質問を行います。順番に発言を許します。最初に、７番池

田君の発言を許します。７番、池田君。 

 （7番 池田議員 登壇） 

○7番  

池田議員 

改めまして、皆さんおはようございます。約３年間、生活に不自由をきた

しておりましたコロナが、第５類への移行となり、ひとまずはほっとしてい

るところでございます。しかしながら、まだまだ油断は禁物であり、引き続

き手指の消毒などが重要だと思います。また、ウクライナ情勢による畜産飼

料の高騰など、先行き不安な毎日が続いております。町が一体となって対応

しなければならないと思います。また本日は、特別に大雨になりまして、城

ヶ崎付近の道路が心配になっているところでございます。 

それでは、まず有害鳥獣対策の質問についてですが、まず有害鳥獣対策の

状況、また令和４年度の結果はどのようなものであったか、伺いたいと思い

ます。 

○笹原議長 池田君、順番を入れ替えて、教育長から。 

○7番  

池田議員 

教育長のほうからあった。はい。失礼しました。まずそれでは、小中学校

教育の中で、ＡＩなどの活用状況とオンラインによる英語圏の学校との姉妹

校締結についてでありますが、１番目に現在、小中学校教育の中で、ＡＩは

どのように活用されているか、教育長に伺います。 

○笹原議長 教育長。 

 （教育長 登壇） 

○畑中 

教育長 

おはようございます。第１問ということで、ドキドキしておりますけれど

もよろしくお願いしたいと思います。池田議員の質問にお答えいたします。 

現在学校の現場においてはＡＩ、人工知能の活用が模索されているところ

でございます。本町の小・中学校においても様々な形で活用をしているとこ

ろでございますけれども、具体的な活用方法として、お話しさせていただき

たいと思います。 

まず、学習支援ということでですね、ＡＩが学習者のデータを収集し、個
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に応じた学習プランや教材を提供することが可能です。児童生徒の進捗や理

解度を分析し、弱点や課題を特定し、それに基づいて、適切な教材や問題を

提供するＡＩ型ドリルとして、よく言われてる内容でございます。本町では

それのものとして、e ライブラリが導入をしております。そのほか、一般的

に活用が期待されるものとして、児童生徒のテストやクイズ等の自動採点と

いうことも考えられます。 

また、ＡＩを搭載し、視覚障がいのある児童生徒に対して、教科書や資料

を読み上げる学習支援ツールということも考えられると思います。今後、各

学校の児童生徒の実態に応じて適切に活用を進めていきたいと考えており

ます。以上です。 

 （畑中教育長 降壇） 

○7番  

池田議員 

はい、7番。 

○笹原議長 ７番、池田君。 

○7番  

池田議員 

ＡＩ型ドリルというので個々のですね、個人のデータにより、理解度によ

り、指導がまたなされるという、そういうのがあるのを聞いてびっくりした

ところでございます。 

私は前に大根占小学校にですね、議会の委員会でも授業参観をさせていた

だきました。その後、大原小学校でも参観をさせてもらいました。そこで感

じたことは、我々の頃とはもう雲泥の差がある教育環境でした。電子黒板、

１人１人に配布されたタブレット、それから英語の先生に補助の先生、また、

英会話のスペシャリストであるＡＬＴの方などでした。私たちの頃には、実

際に外国人の英会話を聞いたことはありませんでしたので、びっくりしたと

こでございます。先ほども回答の中にもあったわけですが、今後もＡＩの目

まぐるしい発展によって、なお一層の教育の変化が生まれるような気がいた

しております。 

次にですね、今後普及が予想されている、新聞等などでもとても話題にな

っているんですが、チャットＧＰＴの活用についてはどのように考えておら

れるのか伺います。 

○畑中 

教育長 

はい。 

○笹原議長 教育長。 
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○畑中 

教育長 

 

それでは、池田議員の質問にお答えしたいと思います。チャットＧＰＴと

いうのはマイクロソフト社の総称ですので、チャットＧＰＴには対話型人工

知能、いわゆる生成ＡＩと言われるものですが、小中学校の教育現場におい

ても様々な活用の可能性を秘めているかと思っております。将来的な普及

は、確実に予想される生成 AI の小中学校の活用については、現段階で次の

ことを考えております。 

まず１つには、個別の学習サポートとして、生成 AI は児童生徒１人１人

の進捗や理解度に合わせた個別の学習サポートを提供できます。これにつき

ましては先ほど言いましたとおり、本町においても導入しております。 

次に、語学学習の支援として、生成 AI は自然言語処理の能力を持ってお

りますので、言語学習のサポートができるかと思います。さらに、創造性や

発想力の醸成として、生成 AI は大量のテキストデータ学習しておりますの

で、それに基づいて、自然な文書を生成することが可能です。 

また、探求学習の促進としまして生成 AI は様々な情報にアクセスし、質

問に応じて幅広い知識を提供することもできます。このように、すばらしい

側面もあるというところですが、しかしながら、生成 AI の活用は、思考力

低下の懸念も指摘されております。また、正確性や信頼性の確保、それから

個人情報の適切な管理などが心配されます。それから、学習することによっ

て学習者自身の他との直接的な交流が少なくなるのでは、対話的な学習が少

なくなるのではということも、懸念されているところでございます。 

このような懸念に対してですね、文部科学省は今後、教育現場における注

意点や有効な活用方法をまとめた指針を本年度中には出すというふうに言

われておりますので、本町におきましても、活用指針に基づきまして、学校

の実態を踏まえながら取り組んでいきたいというふうに考えております。以

上です。 

○7番  

池田議員 

7番。 

○笹原議長 7番、池田君。 

○7番  

池田議員 

 

 

 

 

 

 

やはり、私たちもこの前、鹿児島のほうでですね、議会のほうで、講習会

もあったわけですが、その中でやっぱりこのチャット GPT というのは、良

いところがあり、また悪いところもあるというところがありまして、やはり

先ほどの回答にもあったそういう個人個人の差があるわけですがそういう

のに対応できる能力もあるということですね。 

あとは、やはり言語型ですので、ほとんど英会話だと思いますが、そうい

うのに対しては、すごい学習能力というか、またいろんなこのあれが高いの

ではないかと思います。 
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それとあと、ちょっと心配するのは、文章類ですね。やっぱりいろんな例

えば、夏休みの宿題の中に親子で取り組むそういう何かいろんな短歌でも俳

句でもいいし、作文でもいいし、絵でもいいし、そういうのに対して親の方

がそれを利用して、安易に宿題の手助けをしたりという可能性もありますの

で、ちょっと心配なところもあります。 

それとやっぱり悪いところのことも言われましたが、やっぱり自分で考え

る力というのが、なかなか低下していくんじゃないかと思いますね。そうい

うようないろんな情報の中にも、やっぱり信頼性が懸念されるということも

いろんな講習の中で、伺ったところであります。 

とても便利な品であるんですが、私の経験をちょっとだけ前も言ったかも

しれませんが、高校１年の頃まではですね、毎日英語の単語を自分で辞書で

調べて、文章を整えて一生懸命勉強してたんですが、あるとき、友人から虎

の巻というのを見せてもらってですね、それからそれに頼るようになりまし

たら、もう宿題もせんでいいわけですよ。もう英語の時間に対する、あるい

はもう単語とか文書とか書いてありましたが、そのようなのを活用していく

とですね、みるみる自分の成績は落ちていった。そういう経験がありまして、

やっぱり楽あれば、苦ありというかな、そういうことに後からですが、気が

ついたとこでした。 

そのようなことからですね、あまりこのチャットに頼り過ぎると、自分の

本当の学力というか、そういうのが危ういふうになるかもしれませんので、

そこあたりやっぱり親御さんとなんかも話合いながら、進めていかなければ

ならないと思いますが、先ほどそういう文科省からの指示の後にということ

がありましたが、そういう早めのですね安全対策として、錦江町なりの何か

こうちょっとしたガイドラインとかいうそういう作成などは、今のところ考

えておられないか伺います。 

○畑中 

教育長 

はい。 

○笹原議長 教育長。 

○畑中 

教育長 

錦江町におきましてはＩＣＴ活用のガイドラインは、もう作成してござい

ます。そして、各学校のほうにそれを基づいて指導はされています。ただ、

チャットＧＰＴと今総称されますこの生成ＡＩについてはですね、まだ入っ

てきたばっかりですので、有効性も問題点も課題点もはっきりしないところ

が正直なところです。私が先ほど課題と言ったのは実は課題でないかもしれ

ません。学習文房具として非常に有効な手段かもしれません。そこあたりが

全く今のところ、開発途中の品物ですので、分からないというところでそう

いう心配や危惧を持ってると。だから、それに先走ってこちらのほうから出
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すっていうのはなかなか難しいかなと思います。文科省の出されたガイドラ

インに基づきながら本町の子どもたちの実態に応じて、そこだけは作成する

必要があるかなと。ＩＣＴ活用のガイドラインについては、これまでどおり

と考えております。以上です。 

○7番  

池田議員 

はい、7番。 

○笹原議長 ７番、池田君。 

○7番  

池田議員 

分かりました。やっぱり今後、いいことばっかりではなくてちょっと、悪

いことも起こるような気もしますので、十分な警戒というか、そういう予想

を立てながら、あたっていかなければならないと思っております。 

続きまして、オンラインによる英語圏の学校との姉妹校締結は考えられな

いか伺いたいと思います。 

○畑中 

教育長 

はい。 

○笹原議長 教育長。 

○畑中 

教育長 

ありがとうございます。本町におきましては外国語教育の充実ということ

で、幼児、小学校から高等学校まで一貫した学びを掲げ、外国語教育の充実

に取り組んでいるところでございます。先ほど議員がご指摘がありましたと

おり、ＡＬＴ、SET加配と、県からの派遣をいただきながら、また本町独自

にはＡＥＡという形で、小学校の３，４年生に独自に設けております。です

ので、幼稚園の楽しい外国語学習から、それから小学校は国際理解教育、３，

４年生では、町としての補充という形で、AEA の活用、そして高学年、小

中学校にＡＬＴと SET 加配を利用したという学習を進めているところでご

ざいますが、そのような中で、昨年度、中学校においてですね英語検定の補

助を予算化させていただきました。ありがとうございました。その成果じゃ

ないわけですけどもその結果ですけれども、英語検定試験の５級合格者が

23 名、４級合格者が 23 名、３級合格者が 16 名、準２級合格者が１名とい

う結果が出ました。本年度は、さらにそれに拡充をしていきたいということ

で、予算を認めていただきまして英語検定に係る経費を全て町のほうで全額

負担という形をさせていただきまして、本当にありがたいことだと思ってい

ます。生徒に対しても、各中学校積極的に応募し、挑戦するようにご指導を

していただいているところでございます。 

それから、本町におきましては昨年度、小学生を対象にいたしまして、大

隅地区のＡＬＴ、４，５名に集まっていただきまして英語で活動するイング

リッシュ・デイ・キャンプというのを７月に実施いたしました。 

子どもたちが小学校４年生から６年生まで、おおむね 15 名程度が参加し
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てくれました。今年度は、対象を幼稚園から中学生まで広げていきたいなと

いうふうに考えております。もちろんこれは、それぞれの子どもたちの応募

という形になりますので、確実ということはありませんがそういう形で夏休

み中に取り組んでまいりたいなというふうに考えております。 

ご指摘のありました件ですけれども、このキャンプを通してですね、参加

してくださるＡＬＴがそれぞれ自国に帰られるとき、つまり本町のＡＬＴに

つきましては、フィリピンが母国でございますので、母国に帰ったときに、

現地の学校とまた交渉役になっていただければなと思っているところでご

ざいます。そういう交流活動を通しながら、議員ご指摘のとおり、オンライ

ンということも十分まだコロナ禍ですので、なかなか難しいところもありま

すので、そういうことも考えられるのではないか。また将来的には、子ども

たちを留学させるということも視野に入れておきたいなというふうに考え

ているところでございます。県教委からもですね、英語圏の学校とのオンラ

イン交流等について、もし募集があった場合は、積極的にこちらのほうも取

り組んでまいりたいと思ってますし、子どもたちに積極的な応募がなされる

ように各学校にはお願いしていきたいなと思っております。このような活動

を通してですね、まず、交流活動を通しながら、そしてさらにその先に、人

と人との交流があって今度は学校の姉妹学校ですね。姉妹都市というのはま

だ町全体で考えるべきことだろうと思いますが、そういう形ができたらいい

かなと、将来的には夢を描いているところでございます。以上です。 

○７番  

池田議員 

7番。 

○笹原議長 ７番、池田君。 

○７番  

池田議員 

現在はそういうＡＬＴの先生たちとのですね交流の中で、実際のそういう

英会話の力を強めていくというふうに伺いましたが、前からもこの件につき

ましては、私もこの意見を申し上げておりますが、できるだけ小さいうちか

らですね、英語圏の友達をつくることによって、相手のことにやっぱり興味

を持ちながら、一緒に成長する過程において、英会話により一層興味を持つ

ことになり、会話能力が上達するものと考えているところです。興味こそが

学習意欲を掻き立てていくものと考えるからです。ですが、よその自治体で

ですよ、こういうオンラインによる英語圏との姉妹盟約というかそういう締

結をしているような事例はないのか分かっている範囲で伺いたいと思いま

す。 

○畑中 

教育長 

はい。 

○笹原議長 教育長。 
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○畑中 

教育長 

現在ですね、近隣の市町村に尋ねてましたところ、学校単位で行っている

ところはないようでございます。ただ新聞報道等で見られたと思いますが細

山田小学校が学校のほうでやったということが書いてございましたので、こ

れまでの経験でいくとですね、例えば、日本人学校に行かれた先生が、自分

のその日本人学校に勤めていた学校のほうと、それから帰国されて自分の赴

任してらっしゃる学校との交流というのがございました。本町におきまして

も、大原小学校の先生がそういう形で行かれましたので、そういう交流がで

きないかなと模索をした時期もございました。そういう形の交流は可能かと

思いますが現地の学校となると、なかなかですね、１番ネックになるのが時

差です。要するに学校の教育活動が、この時間とそれから相手国の教育活動

の時間がやっぱり時差の関係がありまして。ですので、視野に入れているの

はですね、東南アジア系統は大体１時間前後の時差になりますので、可能か

なと。そういう形から考えると現在来ているＡＬＴは、フィリピンですので

可能ではないかなあと思って、今後の夢を託しているところでございます。

以上です。 

○7番  

池田議員 

はい、7番。 

○笹原議長 ７番、池田君。 

○7番  

池田議員 

ことわざにですね、鉄は熱いうちに打てというのがありますが、私は教育

は小さいうちから始めよというのを考えておりまして、そのような視点か

ら、国際感覚の育つ教育の実現に向けて、今後もみんなで考えていかなけれ

ばならないと思っております。これで教育長への質問は終わりたいと思いま

す。 

順番が間違えまして、大変失礼いたしましたが、次にですね、有害鳥獣対

策の質問についてでございますが、まず、有害鳥獣対策の状況、また、令和

４年度の結果はどのようなものであったか、伺います。 

○新田町長 はい。 

○笹原議長 はい、新田町長。 

 （新田町長 登壇） 

○新田町長 池田議員のご質問にお答えいたします。本町の有害鳥獣対策としまして

は、鳥獣の捕獲、電気柵の設置助成や捕獲罠の導入などを行っております。 

鳥獣の捕獲状況につきましては、令和４年度は、1,328 個の個体を捕獲し

ていただきました。その内訳は、イノシシ 517頭、サル７頭、シカ３頭、ア

ナグマ 162 匹、タヌキ 485 匹、カラス 28 羽、ヒヨドリ１羽、ノウサギ 86

羽、ドバト８羽、キジバト 31羽であります。電気柵の設置につきましては、
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国の鳥獣被害対策実践事業補助金を活用し、令和４年度は、要望のあった３

つの団地に設置しているところでございます。以上です。 

 （新田町長 降壇） 

○7番  

池田議員 

7番。 

○笹原議長 ７番、池田君。 

○7番  

池田議員 

今の被害というか、回答の中にありましたが、この中でイノシシがやっぱ

り筆頭に多いですね。それからタヌキやアナグマというのも多いようです

が、私はですね、これらの動物は昔は、ほとんど山の奥というか近くに出没

しておりましたが、最近では町の中の家庭菜園にも出没しており多くの被害

を与えているようです。 

それからこの中でやっぱりサルが７頭ですね、それからシカがちょっと３

頭ってありますが、最近こう聞いたところでですね、新しくシカの被害が出

てくるかもしれないというそれはですね、魚釣りの人たちが行き帰りの夜道

でだいぶ田代の辺り五郎ヶ元とかそれから、大中尾に行くときとかそういう

ところで夜見かけるようになったということで、これまで余り鹿の被害とい

うのはなかったかに思っておりますが、これからも、このことについては気

をつけていかないといけないと思っています。 

特にですね今、杉の伐採が大量に行われておりますが、その後にまた造林

ということで、杉やヒノキを植林していくわけですがこの幼木ですね、幼い

ときにはもうシカは特に食害がひどいそうですので、今後、町としても対応

を考えなければいけないんじゃないかと思っております。 

次に面積の広いですね、牧草畑や茶園などのイノシシ対策は十分であった

か、１つ伺いたいと思います。 

○新田町長 はい。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 池田議員のご質問にお答えいたします。農地のイノシシ対策につきまして

は、電気柵の設置が有効かと思いますが、先に述べました、国の補助金を活

用した電気柵の設置は、面積の大小にかかわらず、連担する一連の１ha 以

上の農地で利用組合を組織して申請していただいているところでございま

す。国の予算の関係もあり、申請された利用組合が全て採択できるとは限り

ませんが、例年３から５団体、総延長１万ｍ程度の事業費は確保していると

ころでございます。今後も、事業実施の要望があれば、お申しつけいただけ

ればと思います。以上です。 

○7番  

池田議員 

はい。 
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○笹原議長 ７番、池田君。 

○7番  

池田議員 

国の援助をもらいながら、１ha以上とか、連結するところですよね、そう

いう団体の中にあると思いますが、面積のそんなに大きくない圃場ではです

ね、最近、例えば家庭菜園でもですが小さい畑なんかは、量販店に２，３万

円ぐらいのそういう電柵も最近は出てきてまいりましたのですが、広いとこ

ろでは、価格が高いので、何らかの助成が必要となっているところですが、

町単というのでいきますとですね、隣の南大隅でもやっぱり一反以上の基準

でですね、サルの電気柵６段であれば、事業費の上限 15 万として、半額の

７万 5千円とか、イノシシ用の電気柵であれば、２段か３段でしょうけど、

上限 10 万円で、半分の５万円を助成しているようでございますが、町と農

協、大隅地域振興局が密接な連携のもとに行っているようです。 

今後また、そういう国とか県の補助もあるでしょうけども、中規模のとい

うかそういう一反ぐらいのところであればまた、このような施策を打つのも

必要なときが来るかもしれませんと思っております。続きましてですね、有

害鳥獣捕獲を担っておられる猟友会の会員数と、それから減少対策はどうな

っているのか、伺いたいと思います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 池田議員のご質問にお答えします。現在、町内には大根占猟友会と田代猟

友会の２つの猟友会がありますが、それぞれの会で、捕獲技術の向上のため

の講習会や安全対策講習などを実施していただき、毎年、多数の有害鳥獣を

捕獲していただいているところでございます。 

会員数につきましては、会員の高齢化などにより減少しておりますが、こ

こ数年は減少にも歯止めがかかっており、現在は大根占と田代合わせて、74

名の会員の方が活動されておられます。会員減少の歯止めには、平成 23 年

度から実施している狩猟免許取得補助金制度や平成 30 年度から開始した狩

猟者登録補助金制度も寄与しているものと思われます。 

これまでも、これらの制度の周知を図ってまいりましたが、今後は特に若

い世代に向けた周知広報を工夫して、会員拡大に向けた支援を行ってまいり

たいと考えております。また、猟友会から燃料などの経費の上昇を加味して、

捕獲報償金を増額できないかといった要望も寄せられていることから、近隣

の他の自治体とも連携しつつ、今後検討してまいりたいと考えております。

以上です。 

○7番  

池田議員 

はい、7番。 

○笹原議長 ７番、池田君。 
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○7番  

池田議員 

ここ２，３年からの減少は、ほとんど少ないようですが、昔からするとだ

いぶ減ってきてるように感じているところです。お茶農家の中でもですね、

茶園にものすごい土手に被害があったもんですから若い世代の中で、罠の免

許を取得された方も多いようですが、実際には、そういうイノシシを捕獲す

るのは大変難しいようです。今、講習も行っておられるということでしたが、

私は鹿屋にですねすごく腕の良いハンターというか、猟師さんを知っており

ますが、もしイノシシの捕獲に関する講習会が必要であれば、やってもいい

という話を以前聞いたことがあります。年間に 100匹以上ぐらい捕る方で、

そういう罠の研究とかそういうされてる方ですので、１つ勉強にはなると思

います。 

次に、サルの被害が聞かれるようになりましたが、現状把握と対策をどの

ように考えるか伺います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 はい、新田町長。 

○新田町長 池田議員のご質問にお答えします。サルの目撃や被害に関し、寄せられる

情報は年々増えており、町内各所で見受けられるようですが、特に神川地区

や田代地区から多く寄せられております。先週も、川原のほうで里山のほう

におりてきたという情報もいただいておるところです。情報が寄せられた場

合は、鳥獣被害対策実施隊に連絡をし、状況の確認や対策をご検討いただい

ておりますが、あわせて情報の寄せられた周辺の方々へ脅し用の花火を配布

するとともに、サルの餌になるようなものを屋外に置かないなどの注意喚起

も促しているところです。また昨年度は、サル捕獲用の囲い罠を導入し、大

原地区に設置するなど様々な対応を試行しているところでございます。以上

です。 

○7番  

池田議員 

はい、7番。 

○笹原議長 ７番、池田君。 

○7番  

池田議員 

10年ぐらい前でしたかその頃はですね、大原小学校の近くの空き家の屋根

裏に住みついて、そういう猿がおりまして、通学の児童の安全のために、教

頭先生が木刀を持ってですね、毎朝、夕方とか警戒にあたっておられました

のを見かけたことがありました。２，３年前は田代の大根田付近や麓のあた

りについてですね、店舗のスイカを持って行ったり、あるいは家庭菜園の被

害があったようです。 

最近はですね、鶴園の付近に現れてトマト、スイカ、ナス、ピーマン、そ

ういう被害が出ているようです。これらに対しましてはですね、先ほどもあ

りましたロケット花火で追い払う方法もありますが、また、戻って来るかど
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っかにか行くわけですので、効果的な対策としましては、やっぱり、罠もで

すが、猟銃で、鉄砲で、打ってですね殺処分が考えられるんですが、現在そ

の猟友会会員の中で、猿に対してこの猟銃による捕獲をされる方はおられな

いのか伺いたいと思います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 以前、囲い罠等でですね、捕獲をしていただいた方いらっしゃいます。た

だ、なかなか同じ哺乳類でございましてですね、それに対する抵抗感という

のはあろうかと思います。したがって、また今、池田議員もご承知のように、

今現在、サルが出没しているところは、人家周辺でございますので、やはり

今度は猟銃のですね、安全対策という点からして、それはなかなか困難なも

のであろうというふうに思われます。したがいまして、それについてもです

ね、できるだけ先ほど答弁いたしましたようにそういった、エサになるよう

なものを屋外に置かないということと脅し用の花火等でですね、地道に対応

していかざるを得ないのかなというところでございます。以上です。 

○7番  

池田議員 

7番。 

○笹原議長 ７番、池田君。 

○7番  

池田議員 

どこの実施隊でもですね、なかなかこう銃による捕獲は難しいようです。 

やっぱり人家も民家もあるということで。とても知能が高くて、もう本当

に厄介なサルなんですが、少しでもサルの被害がなくなるような対策が必要

と考えます。 

私は思ってるんですが、これらのこの有害鳥獣発生の原因を少し考えてみ

たらですね、昔は私は犬の放し飼いが多かったと思ってるんですよ。 

なかなか、民家、人家のほうには来なくてですね、森のあるところとか、

そういう山の食べ物があるところの付近では、おったんですが、なぜ、こう

しておりてきたかというのは耕作放棄地が多くなって、やぶと言われるそう

いうところが多くなって、そこでも繁殖してしまうもんで、すぐ民家に現れ

るというのもあると思いますが、何か犬を利用してですね、例えば、町内の

犬パトロールというかそういう猟友会の方たちが、月１回ぐらいはどっか、

パトロールをするというようなそういう考え方もあるかもしれません。 

ここで１つ、町内でですよ、有害鳥獣対策について、賞金つきのアイデア

を募集するような、例えば、罠の格好とかですねいろんなそういう繰り返し

ますが、賞金つきのアイデアなどを募集する考えはないか伺いたいと思いま

す。 

○新田町長 議長。 
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○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 74名のですね猟友会のメンバーさんもいらっしゃるので、まずは、１番現

場に足を運んでいらっしゃる猟友会員の方々との意見交換によってですね、

もっと効果的な対策が打てないものかというのは協議の場ではございます

が、アイデアというものが、どこまで実現性があるのかというところはござ

いますので、現場をよく知る方々、そして今、池田議員もご提案いただいた

ように、狩猟犬というものも皆さんお持ちでございますんで、そういった

方々との意見交換を通じてですね、新たな捕獲体制ができないものかという

ようなことは検討してまいりたいと思います。以上です。 

○7番  

池田議員 

7番。 

○笹原議長 ７番、池田君。 

○7番  

池田議員 

最後になりますが、今後、飼料が高くなりましたので、トウモロコシなど

を栽培するようになると思いますが、とてもそういうサルは熟したのしか来

ませんので。でも、生のうちからいたずら感覚でですね、そういうデントコ

ーンといいますが、飼料用のトウモロコシをもぎ取ったり悪さをするかもし

れませんし、特にイノシシなんかは、もうトウモロコシ畑が大好きですので、

気をつけなければいけないと思っております。 

農業であっても、家庭菜園であっても、被害がなくなるようにですね、何

か方法が見つかればといつも考えているところでございまして、このような

質問いたしたところです。これで、私の質問を終わりたいと思います。 

 （7番 池田議員 質問者席から降壇） 

○笹原議長 ここでしばらく休憩いたします。10時 45分まで休憩いたします。 

 休憩 10：37 

再開 10：45 

○笹原議長 休憩前に引き続き会議を開きます。次に、１番、久保君の発言を許します。 

１番久保君。 

 （1番 久保議員 質問者席へ登壇） 

○1番  

久保議員 

おはようございます。お時間も限られておりますので、通告に従い、質問

を始めさせていただきます。本日、通告に従いまして３点質問をいたします。 

まず１点目でございます。医師会立病院の再整備に関してでございます。

先の３月議会でも質問させていただきましたが、いくつか質問を追加でさせ

ていただきたく存じます。 

まず１点目でございます。肝属郡医師会立病院再整備基本計画に基づく総

整備費用でございますが、58.7億円であると理解しております。先々月４月

26 日の両町合同の全員協議会で、物価高騰等に伴う建設資材高騰で、再整
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備費用の上昇が見込まれるとの説明を受けたところでございます。こちらの

58.7億円でございますが、私どもの認識でございますと、この基本計画に基

づく見積りといいますか、積算であるというふうな理解しておりますが、こ

ちらの基本設計で示された 58.7 億円に関しまして、いつの段階での見積り

なのか、お示しいただきたいと思います。 

また、昨年度、今申し上げましたこの基本設計でございますが、現段階で

の物価高騰等の費用は、こちらの設計等には反映されていないのか。 

また、現段階での過疎債償還に伴う金利の総額、こちら 58.7億円のうちの

70％がこの過疎債によって充当されるというふうに説明を受けております

が、過疎債を発行し、償還に伴います金利総額は今の段階で幾らになるのか、

説明を求めたいと思います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

 （新田町長 登壇） 

○新田町長 それでは、久保議員のご質問にお答えいたします。まず、最初に基本計画

の事業費についてのご質問ですけれども、積算時期につきましては、基本計

画に記載のとおり同規模の病院の整備費の実績の平均等を用いて試算し、令

和４年６月に策定したものでございます。それから物価の反映についてです

けれども、基本設計の整備費用については、積算時における最新の資材単価

等により積算したものでございます。 

それから、過疎債の金利についてですけれども、現時点の過疎債の金利に

ついては年利 1.1％となっております。 

それから、今ご質問にございましたように、過疎債は 100％を充てて、地

方交付税で 70％交付されるというお考えですので、その点はご了解いただ

きたいと思います。 

 （新田町長 降壇） 

○1番  

久保議員 

はい。 

○笹原議長 １番、久保君。 

○1番  

久保議員 

この総額に関する見積りの段階ということでございますが、基本計画に基

づいて基本設計で最近の情勢を勘定したというところでございますが、では

この 58.7 億円は現段階、この間の３月の段階ということであると思います

が、これはもうその段階での金額で固定されてるというふうな理解でよろし

いでしょうか。すなわち今後、全協で説明いただいた金額というのは、今後

１年間で上昇が見込まれる金額なのか、それともあらかじめこの基本設計の

段階である程度その見込まれてた額なのか、もう一度お尋ねしたいと思いま
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す。あわせまして金利に関して、1.1％ということで承知いたしましたが、

ここでですね、すいませんちょっと文言が、説明が不十分だったんですが、

金利が発生しますので当然金額もその金利分の金額が発生いたします。30

年償還というふうにお伺いしておりますが、この金利を含めたこの返還総額

というところでお伺いいたしますが、この金利相当分はお幾らになるのか、

お尋ねしたいと思います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 先ほどもご説明いたしましたように、基本設計の整備費用については積算

時における最新の資材単価でございます。今これが固定されているかどうか

というところですけども、あくまでもその時点での資材単価に基づいて設計

されたものです。総務省、それから国土交通省の両局長名により、公共工事

の円滑な施工確保というのが、最近の物価高克服のための経済対策というこ

とで通知も出されておりますけれども、国としましても、急激な物価高騰対

策については適正な価格設定をするようにという通知も出ていますことか

ら、今後市場の動向に応じて変更はするものというふうに思っております。 

したがいまして、前回全員協議会でお示ししました、それぞれの部材ごとの

高騰率というものも今ご提示しているわけですけれども、今後、実施設計を

行っていきますので、変更はあるものと思われるところでございます。 

それから、過疎債の償還の額でございますけれども、仮に今両町でおおむ

ね 30億程度の過疎債を借りる予定でございますけども、30年間の元利均等

払いとして、現在の利息 1.1％で試算しますと、利息総額が６億 1 千万円と

なりまして、償還総額は約 36億 1千万円で、年間の償還額が約１億 4 千万

円となるところでございます。この額の７割が地方交付税、普通交付税で措

置されますことから、実質的な町の年間負担額は約 4千万程度ということに

なろうかと思います。以上です。 

○1番  

久保議員 

はい。 

○笹原議長 はい、１番、久保君。 

○1番  

久保議員 

今、お示しいただいたように総務省、国交省、関係省庁がそのような通達

をされてるというところは存じ上げてる次第でございますが、では基本設計

の段階では最新の知見に基づき 58.7 億円ということで、今後その実施設計

によってより詳細にまた積算をしたとき上昇する可能性があるというとこ

ろで理解いたしました。 

また実際この金利分の相当額というところで、約 6.1 億円と決して少なく

ない額だと思います。そういった観点で年間 4千万程度が自主的な町の負担
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というところで理解いたしましたが、今の段階でこういった形で相当額のや

はり一般財源といいますか、その自主財源に基づく一般財源のところから支

出が見込まれるというところかと思います。 

関連して、２番に移らさせていただきますが、今お話にございましたよう

に、今回実施設計を行うに当たりまして、整備費用の上昇が見込まれる可能

性があるというところでございますが、仮にこの上昇した場合、この不足財

源はどのように賄う計画なのか。具体的に例えば、この医師会立病院が調達

されるのか。それができない場合は、今、両町で整備費の負担をされており

ますが、この両町で負担されることになるのか。その場合でございますが、

今お話にございましたこの過疎債はこの増額分に対して適用されるのかど

うなのか。またそれとも一般財源になるのか。また、そうした上昇が見込ま

れた場合、この整備費用総額は、今年１年かけて実施設計をするわけでござ

いますが、いつの段階で確定するのか。その場合、この上昇した場合でござ

いますが、その上限は、今両町で何かしらのそういった基準を決めていらっ

しゃるのか、それともそこに関しては、まだ具体的な議論されてないのか。 

また、こういった整備費用の上昇が確実になった場合、それに伴う今、償

還の金額、お示しいただきましたけども、そういった観点から、本町に関し

ましてこの中長期的な財政面への影響はないのか、説明をお願いしたいと思

います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 久保議員のご質問にお答えします。まず、事業費の上昇についてですけれ

ども、事業費が上昇した場合、その理由が物価高騰のようにやむを得ない理

由の場合は、両町において整備費用を負担するものと考えております。また

その場合における過疎債の適債性についても、問題ないものではないかと考

えております。 

次に、事業費の確定時期についてですけれども、事業費の確定時期につい

ては、全員協議会の際にもご説明いたしましたように、今年度、現在行って

おります、実施設計において、より詳細な建設費の積算を行うとともに、別

途、医療機器等の整備費用の積算も行うこととしております。それらがそろ

った段階で、事業費が確定することになるものと思います。ただし、確定後

におきましても、着工から完成まで約２年間あることから、この間の資材単

価や労務費等の状況によっては、事業費の追加が必要になることも予想され

ているところでございます。 

それから、事業費の上限と財政への影響についてですけれども、事業費の

上限としましては、基本計画の事業費でございます、58 億 7 千万円を目途
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とするものの、追加が必要となった場合は、理由等を踏まえた上で、追加の

可否を検討し、実際に追加が必要となった場合は、南大隅町さんそして当町

の両議会への説明を行い、了承いただく必要があると考えているところでご

ざいます。 

また、事業費が増加した場合の中長期的な財政面への影響につきまして

は、錦江町、肝属郡医師会立病院再整備基金の効果的な活用により、財政面

への影響が最小限になるようにしていきたいと考えているところでござい

ます。以上です。 

○1番  

久保議員 

はい。 

○笹原議長 はい、１番久保君。 

○1番  

久保議員 

物価高に起因する上昇であれば両町で負担し、その場合、過疎債でも摘債

性も可能ではないかというところでございまして、ただ、その事業費がいつ

確定するのかというとこ、逆に言いますと今ご答弁いただいた中ですと今の

段階でその見通しがついてらっしゃらないのかなというイメージを受けた

んですが、その中でやはり気になったのが仮に着工、そういった工事期間で

あってもその上昇が見込まれる場合は、追加の費用が必要になるというとこ

ろで、逆に申しますと実施設計が終わってもその事業費が確定しないという

理解でよろしいでしょうか。 

また、仮にそうなった場合、例えば後ほど詳細３で述べるんですけども、

仮にその工事期間中でも、その工事費が上昇した場合っていうのは、結局こ

の事業計画の措置としてどのような形になるのか。結局今 58.7 億円という

金額を上限の目安というふうにおっしゃったんですけど、もちろんそのとお

りだと思います。ただ影響が例えばこういった物価高に起因した場合、ある

意味でなし崩し的に増加していく懸念があるんじゃないのかというのが、率

直な懸念でございます。基金を活用されるということでございますが、今、

基金を追加し、この間の段階で６億 5千万程度だったかと記憶してるんです

が、この基金というのは当然今のこの 58.7 億円を基準に恐らく積み上げて

いるわけでございまして、仮にこういった増額分をこの基金でまた充てると

なるとやはりその不足財源というのは、本当に生じてこないのかどうかあわ

せてお尋ねしたいと思います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 まず先ほどもご回答いたしましたようにまず、いつの時点で事業費が確定

するのかっていうところですけども、発注前の事業費確定については、今年

度の実施設計が終了するときが確定になるということでございます。先ほど
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ご説明しましたのは、国等からも急激な物価高騰によるものはそれを加味し

なさいと、物価スライド条項というものがあるわけですので、そこをむげに

私どもが否定するものではないというところはご理解いただきたいと思い

ます。 

それから、事業費がなし崩し的に上昇していくのではないかということで

ございますが、あくまでも先ほど言いました 58.7 億円を基本としておりま

すので、その中で物価高騰分には、やむを得ない事情がある場合はですねそ

れはもう両町議会に、またご説明はいたしますけれども、なし崩し的な事業

費の高騰ということはあり得ないというふうに私は考えております。 

それから、財源が不足するのではないかということをご懸念いただいてい

るようですけれども、確かにですね、現在私ども令和４年度末までで、病院

再整備基金に 13 億 2,900 万基金を積み上げております。これの積算という

のは、以前から申し上げているように仮に、錦江町負担が 30 億であった場

合、３×７＝２１、21億円は普通交付税でまいりますので、残りの９億円、

これが次の世代の子どもたち、次の世代の負担に一般財源としての負担にな

りますので、それを解消する意味で 15 億積むと。ただし 15 億のうちの約

10 億が償還金に上がったとしましても、当然物価高騰等も含めた形での留

保として私どもが、残りの５億を保有しておりますので、今考えられる、私

どものシミュレーションといいますか今、国から示されている資材単価等の

高騰等も加味しましても、何とか 15 億基金を持っておれば、財源不足に陥

ることはないのではないかというふうに思っているところです。以上です。 

○1番  

久保議員 

はい。 

○笹原議長 １番、久保君。 

○1番  

久保議員 

今５億を留保というところで 15 億程度の基金を１つ積み上げられてこの

中でしっかり対処するということで逆に申し上げますと、今のお話ですと、

やはり本町負担分の上限ってのは、この５億分の留保の相当額なのかなとい

うふうな印象を受けたとこであるのですが、今、答弁おっしゃっていただい

たように、恐らくこういった形で条件は必ずあると思うんです。 

ですので逆に申し上げますと、確かに物価スライドとかも諸般の事情はあ

るんですがそれを言い出すと、やはりあらゆることが何かその緊急事態、例

えば災害等も含めてですね、可能性が生じますのでこういった１つ上限とい

うのを１つやはり規律としてその事業者に対してもしっかり、ご指導いただ

いて、何とかそういった事業費の範囲内で納めていただくように、そういっ

た努力をやはりちょっと重ねていただきたいというふうに思うところでは

ございます。 
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関連しまして３項目めにいきますが、そのような中で、私ども町民の皆様

でありました私の議会のほうでは、この整備費用総額 58.7 億円という説明

をいただいておりまして、こういった病院建設を承諾した経緯がございま

す。したがいまして、今お話にございますように、この整備総額上回る場合

は、町民の皆様はじめ関係者の皆様にやはり、丁寧に説明を尽くしていただ

く。これが必要ではないかというふうに考えております。 

また、この整備計画のスケジュールでございますが、予定どおりに進んだ

場合、恐らくもう来年度の初めで実施設計が終了して、恐らくこういった着

工という手続に入ると思いますが、いつの段階でこの過疎債の起債も含めて

資金を調達し、医師会立病院の補助金として交付をされるのか。説明を求め

たいと思います。 

また、今回の病院建設の事業スキームでございますが、県内外問わず当整

備計画と同様に整備費を全て自治体が負担し、事業運営主体に補助金として

交付し、民間病院として運営されている、そのようなちょっと事例はあるか

と存じますが、その中での特に成功事例というところでご存じのものがあれ

ばお示しいただきたいと思います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 久保議員のご質問にお答えします。まず、町民の皆さんへの説明等につい

てでございますけれども、先ほども答弁いたしましたように、事業費の追加

が必要となった場合は、両町議会に対して、理由等の説明を行い、承諾をい

ただいた上で事業を行うことが必要と考えており、あわせて、町民の皆さん

に対しましては、広報紙やホームページ等でその内容をお知らせしたいと考

えております。 

それと、補助金の交付方法についてですけれども、補助金の交付方法等に

ついては、事業主体でございます肝属郡医師会の整備費用の支払いに支障の

ないように、事業の進捗に合わせて当初予算で措置を行い、肝属郡医師会か

らの請求に基づき交付することとしているところでございます。 

それから、県内外問わず民間病院への補助金等についての成功事例ですけ

れども、現段階でですね、本町と南大隅町のような２町の自治体が民間の医

療機関へですね、全面的に支援して建て替えを行っている事例はございませ

ん。同旨の例としまして、民間の医療機関がなかなか立ちいかなくなったと

いうことで、公立病院として事業譲渡を受けて、建て替えを取り組んでいる

という事例はございます。以上でございます。 
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○1番  

久保議員 

はい。 

○笹原議長 １番、久保君。 

○1番  

久保議員 

まず、事業費に関しまして町民の皆様広報紙等で私ども議会のほうには、

ご説明っていうところがございましたが、やはりちょっと重要な点でござい

ますので町民の皆様とやはりお話ししておりますと、この事業費に関して、

やはり相当懸念していらっしゃいます。ですので、なるべく早い段階でです

ね目安としてどのくらいなのか、両町負担額の上限が５億なのか 10 億なの

かちょっと判別なかなか難しいところだと思うんですけどもなるべく早い

段階でご説明いただいて私も議会としてもやはり判断、検討する時間が当然

必要になります。 

仮に今年度のように３月、４月で実施設計が完了してもう５月から着工で

すと言われましても判断しようがございませんので、ある程度その見通しが

ついた段階で随時ここは公表していただきたいと思います。ですので、分か

り次第なるべく早いタイミングでそういったご説明をお願いしたいと思い

ます。 

また支払いに関して工事の進捗ということですけど、恐らく複数回にわた

って支払いをされるのかなというふうなイメージなんですが、この場合過疎

債を結局 21億相当が過疎債起債分ですが、現段階で 28.7億円が本町で過疎

債発を発行してるかというふうに記憶しております。そうなった場合、過疎

債の残高が一気に２倍近くに跳ね上がるんですが、その後仮に例えばですけ

どほかの事業、例えば若者住宅向け事業でありますとか廃校利活用事業とか

その他いろいろ公共施設の整備事業とあると思いますが、そういった事業に

関してこの過疎債の残高という観点でこの病院事業にこの数 10 億起債し

て、新規でまた過疎債発行するという影響はないのかちょっと併せてそうい

った過疎債の残高という観点からお伺いしたいのと、あと支払いの時期に関

してですが、今の段階では逆に言うとまだ確定してらっしゃらないのかなと

思うんですが、恐らく起債でこの支払いとなったらある意味で一般会計にお

いてかなり巨額のやはり支出が伴うというふうな形にはなると思いますが、

そういったとこも踏まえていつの段階でどういう支払いをするのかも確定

次第お知らせいただければと思います。 

また、事業の成功事例っていうことですが、なかなかなくて公立病院とし

て再生したというふうなそういった類似事例はあるということですが、何と

申しますか、特に私もそうなんですけど、結局この経営の安定の担保を誰が

保つかというところで、やはり公共性のある主体であるならば、公立病院で
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南薩病院の事例がありますがやはり県立病院でございますので、こういった

経営財務その他の措置に関してやはりその自治体がしっかりバックアップ

をするというとこでこの事業の継続性を恐らく担保されているのだと思い

ます。そのような中で、この類似事例がなく、ある意味でそういう観点では

全国初の事例になってしまうのかなというふうなところもございますが、当

然運営に関して協議会を組織し、そこで経営改善もされるということですけ

ど逆に申し上げますと、協議会、理事会や取締役会ではないので恐らくその

執行に関して強制力が伴わないというふうなちょっと懸念もあるのかなと

思います。 

そういった観点からその運営に関して、どのようにですね当然建設されて

からということでしょうが、当然今の段階で議論しないといけないと思いま

すので。そして経営の安定性という観点からもどのような措置を講じるお考

えかあわせてお伺いしたいと思います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 久保議員のご質問にお答えします。まず、最初に事業費をなるべく早く見

通しが立った段階で示せということですが、実施設計が上がらないことには

ですね、見通しと言われましても、なかなか難しゅうございます。私どもも

住民の皆さんの税金をお預かりしている身でございますので、できるだけ早

く出したいのはやまやまでございますので、出てきた段階で、速やかにお出

しします。 

それから、過疎の残高というような表現されますが、地方債の計画が国全

体としてあるわけですね。全国の地方自治体の中で、地方債計画というのが

立てられますので、その中でどういった事業を、どれだけ配分されるかって

いうのは、県を通じて国に私どもが申請するわけですので、当町の残高とい

うのは決められているものではございません。したがって、これまでの今後

の財政需要も含めて、国に、私どもの過疎債の必要性というのも訴えてきて

いる状況ですので、その点はご理解いただきたいと思います。 

それから、恐らくご質問の中で町の資金不足が生じるんじゃないかという

ようなご懸念かなというふうに思っております。基本的に起債の申請につい

ては、これは過疎債であろうが辺地債であろうが、合併特例債であろうがで

すね、まず当該年度の５月頃に正式な申請を行って、適否が 10 月頃に出る

ことでございます。年度末に借入れをするというような、一般的な起債を借

りた資金の調達方法でございます。久保議員ご指摘のように、であるならば

多くの資金が必要なので、そのときに、現金がなくなるんじゃないかという、

ご懸念だと思うんですけれども、そのときには現在もやっておりますが、基
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金を中から繰替え運用して、後日資金を確保してから、その段階で繰り戻す

というような流れが、これ行政の一般的な起債のありようでございますの

で、その点はご理解いただきたいと思います。 

それから、経営の安定性の確保についてというところでございますけれど

も、これは覚書等に基づきましてですね、経営の全責任は、医師会立さんが

持っていただくと。ただし、莫大な公費を投入することからですね、毎年経

営協議会というものを、お互いやりながらですね、経営状況をチェックして

いくということです。おっしゃるように、当病院はあくまでも医師会立病院

となりますので、経営権は医師会にあるわけですけれども、ただ私ども、両

町として 60 億の多額の投資をするわけですので、それの責任というのは、

医師会さんとしてもしっかりと全うしていただく必要があろうかなと思い

ますので、私どもも事あるごとにですね、意見等を申し上げていきたいし、

医師会さんと協議を含めて、進めてまいりたいというふうに思っておりま

す。以上です。 

○1番  

久保議員 

はい。 

○笹原議長 １番、久保君。 

○1番  

久保議員 

起債等その他の財政措置に関しては承知したところでございますが、では

過疎債に関しては、ある意味でしっかりその計画に基づき県国への申請を行

う都度においてそういった意味ではある意味で、何かしらの懸念は生じない

というふうな理解をいたしました。 

医師会の経営等に関してでございますが、ほかの質問ございますので、ま

た引き続き９月議会でもですね、事案に関してちょっと質問させていただき

たいと思いますので一旦ちょっと医師会に関してはこちらで質問を終わら

せていただきます。 

続きまして、２点目でございます。雇用支援組織整備事業に関してでござ

います。こちらも３月議会で説明をいただいた、新規事業でございますが、

本年度から 2025年度までこの３か年にわたりまして、単年度事業費 7千億

円余り総額２億円を超える事業との説明をいただいているところでござい

ますが、この当事業はハード事業ではなく全てソフト事業というふうな理解

をしておりますが、このソフト事業なのかと、ハード事業はされないのかと

いうことと、単年度で３か年、7千万を超える事業費ということですが、な

かなか巨額のソフト事業だなというふうな印象を受けております。具体的に

どのような事業をされるのかもう一度詳細な説明と、あと見積りの詳細とい

いますかどのような、その事業をされるご予定なのかその見積りなのか、お

知らせください。 
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また、プロポーザルを経ず随意契約で事業者を決めるとの説明をいただい

ておりますが、その経緯に関しても併せてご説明をお願いしたいと思いま

す。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 久保議員のご質問にお答えします。まず今のご質問の中で、久保議員のほ

うから 7千億円という表現ございましたが、これ 7千万円の誤りかなという

ふうに思いますんでその点は、ひとつご了承いただきたいと思います。 

それから、後ほど答弁の中でも言いますが、単年度 7千万円を超えるとい

う、表現の仕方ですけれども、私どものもしかしますと私どもが設定してい

るＫＰＩとして 7千万円というものを上げておりますので、それの勘違いを

されてらっしゃるのかなという点もございましたので、その点はまた、違っ

ているということであれば後ほどご指摘いただければと思います。 

まず本事業につきましては、３月議会で久本議員のご質問でもお答えしま

したとおり、全国の６自治体、北海道の厚真町、宮城県の気仙沼市、岡山県

の西粟倉村、島根県の雲南市、愛媛県の久万高原町、そして当町が共同で行

う地域再生計画に基づき、地方創生推進交付金、現在はですね、デジタル田

園都市国家構想交付金となっておりますけれども、これを活用して実施する

事業でございます。実施予定の事業は全てソフト事業でございまして、事業

費につきましては、今年度は 6,270万円を計上しており、来年度以降も同額

を計上する見込みで、３年間の総額が１億 8,800万円程度を見込んでいると

ころでございます。 

今年度の事業費の内訳ですけれども、本町の事業推進のための委託料が

5,500万円、それから他の自治体と共同で行う事業の負担金が 770万円でご

ざいます。それぞれの内容につきましてですけれども、まず本町分の事業の

委託については、地域資源の発掘、意味づけ、地域内外への情報発信及び発

信媒体の構築などに 1,610万円、それから役場職員の研修や町内事業者向け

の事業開発会議、講演会や事例研究会などの開催を通じて、ネットワーク強

化と事業成長支援を促進する事業に 1,362万円、それから、地域との競争を

試行する関係人口との接点確保を目的としました研修ツアー等の実施や、ロ

ーカルベンチャースクールなどを通じて、地域内外の事業競争に向けた仕組

みづくりを行う事業に 1,585万円、それと一般管理費と消費税を加えた合計

としまして 5,500万円となっているところでございます。 

それから共同で行う事業の負担金については、広域で実施いたします地方

再生計画事業の事業費で、６自治体で負担するものでございます。各自治体

の負担金合計が 4,378万円で、支出内訳としましては、企業版関係人口等の
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拡大事業 778 万 7 千円、重点ベンチャー支援事業 220 万円、ローカルベン

チャー研究プロジェクト 748 万円、事務局業務 190 万 7 千円に一般管理費

と人件費を加えた額となっているところでございます。 

次に契約方法についてのご質問ですけれども、地方自治体の契約は、地方

自治法の規定によりまして、一般競争入札が原則となるところでございま

す。一般競争入札が適さない、あるいは不利な場合は指名競争入札を実施す

ることになります。これらの入札に適さない、あるいは不利になるなどの場

合によってですね入札によらず、随意契約をすることも可能となっておりま

すが、随意契約をできる要件としましては、地方自治法施行令 167条の２の

１項に限定的に列挙してございます。本事業は、同項第２号のですね、その

性質または目的が競争入札に適さないものとするときということに該当す

ると判断しております。なお、ご質問にございました、プロポーザルですか

ね、プロポーザル等につきましても、随意契約の１つの随契となるところで

ございます。 

競争入札に適さないと判断しました理由は、本事業の成果目標やＫＰＩの

達成には、多様な手段が考えられ、一律の仕様書を持って、手段を限定しな

いほうが、より高い成果を上げられる可能性が高いこと。設定した目標やＫ

ＰＩが非常に高い次元のものでありますことから既に相当の実績を上げて

いる事業体でなければ達成が困難であることなどから、随意契約を選択した

ところでございます。 

また、事業者選定についてのご質問ですけれども、本町の場合、指名競争

入札でも、随意契約にしましても、訓令で定める入札と資格者選定委員会を

開催し、参加事業者を決定することになっております。本事業につきまして

は、３月 24 日に開催された、同委員会で同種の事業で中間支援組織として

の、相当の実績がある岡山県西粟倉村のエーゼログループ株式会社との契約

が適当との報告を踏まえて、同社と契約を締結したところでございます。以

上でございます。 

○1番  

久保議員 

はい。 

○笹原議長 １番、久保君。 

○1番  

久保議員 

内訳等に関しては承知いたしました。１点すいません、訂正でございます。

町長おっしゃるようにちょっと私の恐らくこの 7 千万は何かまた別の金額

で恐らくしてたもんで失礼いたしました。 

単年度総額が 6,270万円余りというところで理解いたしました。この随契

に至った経緯やはりその実績を重視された旨のご答弁でございましたけど

も、引き続きまして２点目の質問にも入らせていただくんですけども、確か
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にご紹介いただいたこの資料によりますと多彩な実績、経験を持たれる事業

者なのかなということと、あと本当に他の先進の５自治体の皆様とやること

で相乗効果が期待できるというふうには理解はするところでございますが、

結局今回の財源に関しましては、地方創生推進交付金で錦江町が 50％ほど

がこの交付金措置との説明を受けておりますが、残りは一般財源になるのか

というところと、単年度、交付が２分の１で錦江町は 3,135万円なので、や

はり 7 千を超えるのかなというふうに理解をしてたんですがちょっとここ

に関してちょっともう一度、ご説明いただきたいと思います。 

また仮に半分が一般財源であった場合、結局この確かにＫＰＩをいろいろ

目標が、掲げられておりまして３番目に述べておりますが、新規企業人であ

りますとか事業継承でありますとか、情報発信というところでは確かにござ

いますが、具体的に町民の皆さんにどのような便益があるのか、お示しいた

だきたいと思います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 久保議員のご質問にお答えいたします。まず本事業は、自治体広域連携に

よるローカルベンチャー拡大推進事業という地域再生計画により、地方創生

推進交付金を活用することになっております。 

ご質問のとおり事業費の 50％は同交付金で、残りの事業費については一般

財源を充当する予定としております。本事業は、ローカルベンチャーと言わ

れる地域での起業家を呼び込み、育成することに町民や町内事業者も競争し

て取り組むことで、町内事業の成長や産業構造の変化を促進することを目指

しており、事業実施による売上げの増加や都市部企業との協働、課題解決型

人材の増加を図るもので、その成果として新規企業者、事業継承の増加を目

標としているところでございます。このことにつきましては、町の第２次総

合振興計画の全面改訂版の柱でございますし、また私のマニフェストでも掲

示しております、働く世代の元気の重要施策であることから、成果が上がる

ことによって、町民の望む、まちの姿になるということが便益かというふう

に考えているところでございます。以上です。 

○1番  

久保議員 

はい。 

○笹原議長 １番、久保君。 

○1番  

久保議員 

２分の１を一般財源というとこで承知いたしましたが、ちょっと関連して

３番目に入らせていただきますが、ちょっとこのＫＰＩ拝見いたしますと、

2025 年度末における錦江町の成果目標として新規企業人 30 人、事業継承

10 件、その他いろいろ目標も定められていらっしゃいましてローカルベン
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チャーによる累計売上げが４億 6 千円余りとあるのですが、こちらのです

ね、理解が追いついてないとこあるんですけども、この新規企業人っていう

のは町内の方町外の方問わずということなのかとは思ってるんですがこれ

は外部から新規でこの 30 事業企業されるような成果を目指すということな

のか。この事業継承というところですが、もちろん町内外ということもそう

なんですが、事業継承を行ったりすると、当然そういった事業が開始されま

すと雇用でありますとか人材育成というところで、当然、地域の担い手とい

うのは、どんどんどんどん増加していくのが期待されるところであるんです

が、どうもこの事業内容だけですとそういった講習であるとか情報発信であ

るとか研修も確かにあるんですけど、具体的にどのように企業に向けてサポ

ートされるのかっていうことがちょっと見えづらいのでご説明をお願いし

たいのと、あと今回この地域再生計画ですが、既存の地域再生計画をこちら

でございますけど、錦江町ＭＩＲＡＩプロジェクト推進計画というのが恐ら

くこれ数年前につくられたものだと思うんですが、そういったですね既存の

このまち・ひと・『ＭＩＲＡＩ』創生協議会でありますとか、あと先般の取

り組まれていらっしゃいます特定地域づくり事業協同組合との関連性、つま

り今何が違うのかというところと、それぞれ協議会とかこの特定地域づくり

事業っていうのは予算額にしてもやはり 1,000万か 2,000万ぐらいでいろい

ろ活動されてるんですが、その中で、やはり突出した事業になるというのと、

あとこの既存の関連性がどうなるのかというところをお尋ねしたいと思い

ます。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 久保議員のご質問にお答えします。まず、久保議員、気にされていらっし

ゃいます新規企業と事業継承につきましては、起業を考えている町民や事業

拡大等を計画している町内事業者も含めて考えております。これにつきまし

ては、私のマニフェストのほうでも書きましたように、後ほどの説明でも申

し上げますが特定地域づくり事業で、担い手をしっかりと確保して、次のス

テップとして、のれん分けができる組織を整備していくということに基づい

たものでございます。本事業では地域内企業との競争を希望する起業家を地

域外から募集するローカルベンチャースクールの開校のほかに、町内の産業

構造の変化を促進しうる事業や資源を可視化、意味づけした上で、情報発信

を行ったり、他の地域の先進事例から学ぶワークショップ等の実施を通し

て、事業拡大や経営改革を志向する事業者のネットワーク化、事業競争に向

けた事業者や役場職員の基盤強化に取り組んでまいるところでございます。

また、ローカルベンチャー協議会は、地域再生計画を共同で実施する事務局
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機能も兼ねておりますので、長年にわたり社会起業家育成や支援などの業務

を続けている特定非営利活動法人 ETIC.が担っているところでございます。 

ローカルベンチャー協議会の事業は、地域再生計画やデジタル田園都市国

家構想交付金の申請の報告など、内閣府との連絡調整等の事務局業務のほ

か、地域との競争を望む企業による地域でのフィールドワークの実施など、

地域と企業の橋渡し、それから、国、地方公共団体や企業、起業家などを集

めて社会起業の可能性を広く社会に発信する業務、それからウェブやＳＮＳ

などメディアリレーションによる広報や問合せ対応をするなどを行ってい

るところでございます。 

また、既存の組織との関連についてのご質問でございますが、既に認可を

いただいている、特定地域づくり事業協同組合、錦江町 MIRAI サポート協

同組合ですけれども、6月から実働を開始いたしましたが、同組合には町内

事業者の雇用の確保を担ってもらうよう、設立を支援したところでございま

す。一方、錦江町まち・ひと・『ＭＩＲＡＩ』創生協議会は、町総合戦略に

ありますとおり、地方創生推進本部の執行組織でございまして、地方創生推

進本部と行政、町内外の関係者と連携して、総合戦略のプロジェクトを実施

していく組織でございます。今後は特に土台づくりや新しい絆づくりに力を

入れていただきたいと思っているところでございます。 

なお、これまでご説明いたしましたように、ローカルベンチャー推進事業

につきましては、新たに町内に組織をつくるものでなく、総合振興計画の地

域資源を活用した産業振興によるまちづくりのひとつの事業として実施す

るものでございます。以上です。 

○1番  

久保議員 

はい。 

○笹原議長 １番、久保君。 

○1番  

久保議員 

今ご説明いただきまして、議論を深めたいところですが、ちょっと時間も

ありますのでまたこの事業も３か年続けるということで、また引き続きまた

詳細に関しては、随時ご質問をさせていただきたいと思います。 

３点目土づくり支援センターでございます。土づくり支援センター年間の

処理能力は 5千トンというふうに認識してございますが、現在のこの生産実

績、販売実績をお示しいただきたいと思います。 

また、原料は牛糞でございまして水分調整が難しいと伺っておりますが、

どのように行われているのか。また土着菌も混入していらっしゃるというこ

とでございますが、こういった土着菌はどこから採取し活用されているの

か、ご説明をお願いしたいと思います。 

○新田町長 議長。 
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○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 久保議員のご質問にお答えします。まず、当初の計画ではこの土づくり支

援センターの処理能力は年間 5千トン、生産能力は年間 2千トンの計画でご

ざいましたが、現状では、処理が年間 2千トン、生産は約 900トンを生産し

ているところでございます。販売額は、昨年度が 509万円でございました。

処理能力が計画を大きく下回っているのは、久保議員ご質問のとおり、水分

調整が要因でございまして、現在は、センターに持ち込んでから、おがくず

を加え十分に乾燥した原料をまぜ切り返しを行い、水分調整を行っていま

す。原料を提供する畜産農家には、持込み前に堆肥舎で切り返しを頻繁に行

い、十分に水分を抜いていただきたいとお願いをしていますが、堆肥舎の規

模の関係もあり、センターに搬入してからの水分調整が必要になっている現

状でございます。 

なお、土着菌につきましては、鹿屋市串良町の柳谷町内会から購入してい

るところでございます。以上です。 

○1番  

久保議員 

はい。 

○笹原議長 はい、１番久保君。 

○1番  

久保議員 

水分調整の関係でやはり生産量が低下してるというとこで認識いたしま

した。土着菌は串良のものが活用されてるというところでございますが、２

点目でございますが、平成 22 年度からの資料によるともう運用開始された

というふうに認識しておりますが、１５、６年経過いたしまして設備更新も

含めた今後の運用計画というところで、どうなっていらっしゃるのかご説明

いただきたいと思います。 

また、設置条例を拝見いたしますと、この施設は町営というところである

んですが指定管理者による管理第４条でございますけども、そういった形で

指定管理者、民間事業者への施設運用委託も可能となってるような設置の条

例でございます。今後もですね、町営で設備運用を続ける予定なのか、それ

ともこういった自主事業も含めた民間事業者への運営委託の計画があるの

か、お尋ねしたいと思います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 久保議員のご質問にお答えします。施設や設備も老朽化が進みまして、修

繕経費等が増加しているのが実態でございます。耐用年数を大きく超えたも

のは、更新を進める必要があることから、今後、町の財政計画と調整しなが

ら、計画的な設備更新を進める必要があると考えているところです。また設

置条例に規定しておりますとおり、現在は地方自治法に規定する公の施設で
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あり、指定管理も可能でございます。 

私としましては、設置目的である町内の家畜排せつ物等の適正処理を行

い、良質の完熟堆肥を提供することにより、耕種農家の生産能力増進をする

ことが、継続的かつ安定的に実施することができる団体等がございますれ

ば、指定管理することもやぶさかではないと考えております。しかしながら、

当施設は、施設の性格から指定管理してもなかなか利用料金で賄うことが難

しいため、指定管理料が発生しないであろうことからですね、当初計画どお

り、処理できたとしましても、黒字化は非常に難しいだろうなということを

今考えているところです。 

当施設が、化学肥料の削減、地域資源を活用した堆肥等の活用、環境保全

型農業のなど国の緑食料システム戦略に大きく寄与すべき施設であります

ことから、指定管理は慎重に判断していくことになると思っております。以

上です。 

○1番  

久保議員 

はい。 

○笹原議長 １番、久保君。 

○1番  

久保議員 

答弁いただいたようにやはり耐用年数、設備ごとの更新というところで随

時行ってるというところで、おっしゃるように条例に照らし合わせて可能で

あるけどもやはり運営の性格というかその運用上が黒字化が難しいという

のは、答弁いただいたんですけども、もう３番目の質問に行かせていただき

ますが、先日の議会でも話題に上りましたこの町内外の事業者が土づくり支

援センターを活用した実証事業を進めていただきたいというふうにご相談

を受けていた経緯がございます。その先駆けとして関係の会社様が本年３月

に本町に多額の企業版ふるさと納税もいただいたというところでございま

しても大変ありがたいところでございます。 

しかしながらその後、実証事業に関しての設計といいますかその検討がも

うなかなか２転３転したというふうな経緯があったようでございまして、こ

の土づくり支援センターが利用できないのかできるのか、一部の区画なのか

それともどうなのか、詳細まだ詳しく伺っていないんですけども、なかなか

利用が難しいのではないかというふうな、説明を受けたというふうに伺って

おります。 

こういった形でですねどのような経緯があったのかお尋ねしたいという

ことと、あと昨日、先輩議員もご質問なされておりましたが、この当実証事

業に向けて本町としてどのように取り組んでいかれるのか。また 700万とい

うふうなそこそこの実証事業になると思うんですが、具体的に本町、関係事

業者さんはどのようなパートナーシップといいますか、役割分担を含めてさ
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れていくのか、またその成果目標としてどのようなものを見据えてらっしゃ

るのか。単年度なのか、２年度３年度の事業になるのかお示しいただきたい

と思います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 はい、久保議員のご質問にお答えします。まず、どういった経緯でですね

どういったご関係で久保議員のほうに、公の施設を活用したいというご相談

があったのか私は承知しておりませんが、私には、三共建設株式会社さんか

ら東京の壌結合同会社をご紹介いただいて、同社の資材を活用して生産した

堆肥、それから土壌微生物の活性等をしたいとそういった資材等の生産をし

たいので、生産させてもらえないかというようなご相談があったと認識して

おります。先ほど申し上げましたとおり、当施設は公の施設である上に、ま

た今後の農業政策の鍵となる堆肥を生産する、注目される施設でございます

ことから、慎重に判断したいというふうに考えております。 

そこで、ご提案のあったものにつきましては、従来のものとどのような違

いがあるのか、成分的にですね。実際に使用する農家さんの実感はどうなの

かなど、やはり実際のプレーヤーである農家さんの栽培とか、収穫物等のや

はりエビデンスを取得する必要があろうというところから、比較栽培実証を

共同で研究していきましょうよというところで私どもは動き出した次第で

ございます。 

確かに、センターの一部を利用したいというお申出はいただいておりまし

た。私どももその方向でできないか調整を進めておりましたが、先ほどのご

質問でもご回答しましたように、センター内でですね、水分調整を行うこと

から、どうしてもストックヤードが不足するということもございまして、ま

た、２種類の堆肥等を製造、貯蔵するということについては、スペース的に

非常に厳しいということでございましたので、実験用のですね、堆肥の生産

場所としまして、旧鶏糞焼却場をご提供したいというご提案をしたところで

ございます。 

共同研究につきましては、昨日、ご承認いただきました第３号補正予算に

必要な経費を計上いたしましたけれども、錦江町農林技術協議会に委託して

実施することとしております。同協議会は、県ＪＡ、町の技術職員が所属し

ており、検証や栽培農家に対する指導も可能でございます。 

また、栽培実証には町内の指導農業士にご協力いただく予定にしていると

ころです。指導農業士は、ご存じのとおり高い生産技術を持っていらっしゃ

いますので、栽培工程にむらなく均一な条件で比較栽培ができると考えてお

ります。 
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なお、壌結合同会社の親会社２社から、昨年度企業版ふるさと納税をちょ

うだいしております。非常にありがたく感謝しているところではございます

が、ただ企業版ふるさと納税の性質上ですね、金額等については、企業側の

ご意向もございまして、控えさせていただきたいと思います。 

また、企業版ふるさと納税をちょうだいしておりますが、この企業版ふる

さと納税の性質上、寄附を行うことの代償として経済的な利益を受けること

は禁止されておりますので、昨日ご承認いただきました、約 700万円の共同

研究費の経費につきましての財源は、全て一般財源を充当したところでござ

います。以上でございます。 

○1番  

久保議員 

はい。 

○笹原議長 １番、久保君。 

○1番  

久保議員 

お時間も迫っておりますが、では委託主体としてこの農業技術協議会が主

体となるというふうなちょっとご説明だったかと思いますが、ではその中で

それぞれの例えばそういった指導農業士の皆様であるとか、関係者のところ

で実証を行うというふうな理解を受けたところでございますが、結局この実

証の規模としては、では試験圃場に対してどのぐらい面積が存じ上げません

けども、生産して堆肥も、一連のそういった耕畜連携というひとつ枠組みと

してつくられるのか、またそれを本町として２年後なのか３年なのかまだ存

じ上げませんが、どのように実用、実装に向けて取り組まれるのかお尋ねし

たいと思います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 久保議員のご質問にお答えします。おっしゃるとおり、まず目的としまし

て私どもの共同研究の前提は、町としましては国の美土里推進戦略プランに

基づく、化製肥料２割軽減を目指していきたいということ。そして、三共建

設さんにつきましては、環境に優しい農業を支援していくということ。それ

から、壌結さんについては、土中微生物活性の技術を持たれている、それを

共同研究でやっていきたいということが、３社の目的でございまして、それ

が、結果として社会貢献の責任を果たしてまいるというところでございま

す。本共同研究につきましては、最低でもおおむね２年間は必要かなという

ふうに思ってます。同一圃場を２分割して、私どもの土づくりセンターの堆

肥を使用していただくものと壌結さんのですね、サンド等を施肥して、散布

前、散布後、そして収穫後の３回の土壌分析が必要なのではないかというふ

うに思っております。 

そして、最終的には収穫物の栄養調査まで実施できれば、他の産地と差別
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化もできますし、農家のプレーヤーの皆さんが、その効果がしっかりと目に

見える化できるのではないかなというふうな考えを持っているところでご

ざいます。以上です。 

○1番  

久保議員 

はい。 

○笹原議長 １番、久保君。 

○1番  

久保議員 

もうお時間もございませんが、数年実証続けられるということで理解いた

しました。これも引き続きですね事業が継続するということで、また関連し

て随時質問はさせていただきたいと思うんですが、今年度もう始まるという

ところで是非ですね、せっかくこういう形で実証が始まるということですか

ら今町長が、おっしゃっていただいたようにですね、この錦江町ならではの

そういった競争力のある作物育成が実ることを期待したいと思います。 

時間になりましたのでこれにて終わらせていただきます。 

 （1番 久保議員 質問者席から降壇） 

○笹原議長 ここで、昼食休憩に入ります。午後は 12時 50分から開会いたします。 

よろしくお願いします。 

 休憩 11：45 

再開 12：50 

○笹原議長 それでは休憩前に引き続き会議を開きます。次に、８番、川越君の発言を

許します。８番、川越君。 

 （川越議員 質問者席へ登壇） 

○8番  

川越議員 

お疲れさまです。通告に従いまして、質問をさしていただきます。 

まず最初に、自転車の安全利用について伺いたいと思います。私たちはこ

れまで自転車の安全利用については、中央交通安全対策会議等が定めた自転

車安全利用の５つのルールというのに則って施行されてきたわけでござい

ます。 

まず１点目は、車道が原則で左側を通行しなさいと。２点目では交差点で

信号と一時停止を守って安全確認をしなさい。夜は、ライトを早めに点灯し、

４番目には、飲酒運転は禁止ですよと。そして最後にヘルメットを着用する

といったようなものでございました。今年の４月からヘルメット着用を努力

義務として掲げたもので、ヘルメットの重要性について理解を深めていくた

めと罰則はないものの、死亡事故につながったり、事故による後遺症を軽減

するために非常に必要なことであるということから、こういった定めがなさ

れたところでございます。 

そこでまず、児童生徒のヘルメットの着用の状況と、交通ルールの充実を

図るために、交通安全教室等の実施がなされているのかというようなことを



- 32 - 

 

教育長にお伺いしたいと思います。よろしくお願いします。 

○笹原議長 教育長。 

 （畑中教育長 登壇） 

○畑中 

教育長 

ありがとうございます。川越議員の質問にお答えしたいと思います。議員

ご指摘のとおり、自転車乗用中の交通事故により、命に関わるような重大な

被害を軽減させるためには、頭部を守ることが大変重要であるということか

ら、令和５年、本年４月１日に改正された道路交通法において、全ての自転

車利用者のヘルメット着用が努力義務となりました。鹿児島ではですね、こ

れに先駆けまして、鹿児島県民のための自転車の安全で適正な利用に関する

条例、俗に言います鹿児島自転車条例というのがありますけども、これは平

成 29年の３月 24日に施行されております。そうしまして、その中でですね

児童生徒の乗車用のヘルメットの着用義務については、平成 29年の 10月１

日から施行されているところでございます。この条例では、保護者は児童ま

たは生徒が、道路において自転車を利用するときは、乗車用ヘルメットを着

用させなければならないというふうに保護者の努力義務という形になって

おりますので、小中学生のヘルメット着用の義務化が、この時点で依然とし

て生まれているところでございます。これを受けて、町内の各小・中学校に

おきましては、毎年４月に実施する議員ご指摘がありました交通安全教室に

おいて、自転車乗用時の決まりとともに、ヘルメットの着用義務、それから

必要性を強く指導してきております。 

ご質問の本町の児童生徒のヘルメット着用状況についてですが、全小、中

学校において自転車を所持している児童生徒の着用率は、ほぼ 100％に近い

と。ちなみに南大隅高校のほうにも問合せをしてみましたけども、高校生も

本町の子どもたち、それから南大隅町の子どもたち、全員自転車については、

ヘルメットを着用していますと、非常にうれしいお話をさせていただいたと

ころです。 

なお、交通ルールの充実についてというご質問でしたけれども、交通安全

教室、先ほど言いましたとおり４月の時点で、大体警察署や交通安全協会の

方を講師にお招きして、具体的な指導を子どもたちにしております。 

さらに、大型連休ゴールデンウイークですが、それから長期休業前、７月

前ですけどもその時点において、それから、普段の教育活動においても、適

宜交通ルールの遵守について指導を行うとともに、保護者に対してはＰＴＡ

活動の中でヘルメットの着用について啓発活動を行っているところでござ

います。以上です。 

 （畑中教育長 降壇） 

○8番  はい。 
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川越議員 

○笹原議長 ８番、川越君。 

○8番  

川越議員 

本町の小中学校については 100％ヘルメットということで安心したところ

でございます。また、これから夏休みを控えておりますので、学校において

も交通安全教室をさらにまた充実さしていかれるだろうと思いますが、父兄

とともに子どもたちへの啓発というのも大事なことだというふうに捉えて

おりますが、保護者への対応として、これまでは私たちも事故というときに

は車を対象として考えてまいりましたけれども、自転車の事故というのも、

事故の内容によっては非常に多くの賠償金が発生することがありますが、こ

の辺の保険等の加入というのはどういうふうな仕組みになって、どういうよ

うなものを推奨されるのか伺います。 

○畑中 

教育長 

はい。 

○笹原議長 教育長。 

○畑中 

教育長 

先ほど議員のほうからご指摘がありましたけど、これまでは５つのポイン

トでという話をしていただきましたが、私のほうで先ほどお話ししました鹿

児島自転車条例の中でですね、ポイントとして、６ポイント設定したんです

が、その１番がですね、ヘルメット着用、中学生以下の子の着用は保護者の

義務ということで先ほどお話ししました。２番目がですね、自転車損害賠償

保険等への加入ということを１、２で。そのほかについては省きますけれど

も、そういう形で非常に指摘のとおり、高額な賠償保険を聞くところによる

と１億円を超えるというような裁判判例もあるというふうにお聞きしてお

りますのでそういうことも含めて、保護者のほうにはちゃんと伝えながら、

今年のやつを取り寄せましたけども３、４月の時点で保護者にはですね、鹿

児島県ＰＴＡ連合会総合保障制度というのがございます。これは昔よく言わ

れた自転車保険ってやつです。今の時代はですね、これがウェブでのスマホ

とかパソコンを使っての個々人の家庭での申込みになります。従来は、学校

のほうで集約してだったんですが、やっぱり個人情報の問題があり、加入の

実態が分かるっていうのはあまりよろしくないということで、個人でという

ことでですね、学校としてはこれが誰が加入しているかというのを把握する

ことは難しいんですけれども、この良さについても十分話をし、中のリーフ

レット等もよく非常に読みやすい内容ですので、保護者の方にはお願いして

おるところでございます。そのほかにもですね、個人賠償責任保険というの

に加入されてる方もいれば、それから自動車保険の附帯として、自転車のほ

うも入ってますよという保護者のご回答もあったようですので、やはり意識

としては、自転車ももう今は賠償責任が問われるからという形の啓発は計ら
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えてるもんだと思っております。以上です。 

○8番  

川越議員 

はい。 

○笹原議長 ８番、川越君。 

○8番  

川越議員 

今回、ヘルメットの着用が努力義務となったということで、捉えさしてい

ただいたんですが、従来からもやはりそういったものについては、学校なり

ＰＴＡなりという形の中では、充実しているとは思ったんですけれども、今

回やはり大きくクローズアップされましたので、その辺については、生徒指

導の先生、あるいは教員も含めての研修というのはおかしいんですが、そう

いった周知方も必要ではないかというふうに考えているんですが、本町はど

ういうふうにされますか。 

○畑中 

教育長 

はい。 

○笹原議長 教育長。 

○畑中 

教育長 

もう先般ですね、生活指導研究会、または校外生活指導連絡協議会ってい

うのを先週、開いたところで、第１回目を。その席上でも自転車の乗り方に

ついては確認し、そして各ＰＴＡの方々から今どういう状況ですかというそ

の席上に高校の先生も来ていらっしゃったもんですから校長先生も。皆さん

の中で、錦江町の高校生は非常にありがたいと。なかなか高校生ってのは被

らなくて指導が大変ですが、もう本町の子どもたち、南大隅の子どもたちは

非常にもう素直にちゃんと被ってるんですよね、という生徒指導主任のお褒

めの言葉もあったぐらいで、中学校の先生方のご協力のおかげですねという

ふうに非常にこそばゆい思いをしましたけど、そういう形で喜びの声もいた

だきましたので、今後ともまた校外生活指導連絡協議会等または管理職研修

会等を含めながら、子どもの命に関わることですので、指導または、啓発を

広めていきたいと思います。以上です。 

○8番  

川越議員 

はい。 

○笹原議長 ８番、川越君。 

○8番  

川越議員 

児童生徒については、小学生はヘルメットを着用した場合には、歩道を走

っていいという規則がありますか。その辺ちょっと確認をしたいのですが。 

○畑中 

教育長 

はい。 

○笹原議長 教育長。 

○畑中 

教育長 

基本的には歩道は、走らないということになりますけれども、やはり、安

全を確認しながらとか、それから車道に出ることが危ないとかいう場合は保
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護者が一緒につきながらというのはあるかと思いますが、やはり自転車の乗

り方のルールっていうのは、これは個人によって変えていいものではござい

ませんので、基本的にやはりそういう形かなと思っています。そういう形で、

警察のほうも、交通安全教室等で話をされるかと思いますけれども、以上で

す。それから、自転車につきましてですね、小学校３年生以上という形に一

応、校区内に乗る場合はというふうにしてありますので、幼児が乗ったり、

小学生１、２年が乗ってるよという姿もあるかもしれませんが、家庭内の、

地域内のという形になるかと思います。すみません、小学校４年生でした。

ごめんなさい。 

○8番  

川越議員 

はい。 

○笹原議長 ８番、川越君。 

○8番  

川越議員 

先ほども触れましたが、これから私たちが次もう質問ができるのは９月議

会ですので、夏休みについて事故がないように指導方をよろしくお願いをし

たいと思います。 

次に、町民へのヘルメット着用の協力方、周知方について町長にお伺いを

いたします。本町の取組としては、どのようなことを考えていらっしゃるの

か。さっきも触れましたように交通事故に関しては、車というようなものを

主体に置いてきまして、今ここで自転車を乗用する場合のヘルメットの努力

義務というようなものが大きくクローズアップされたわけですが、１番心配

なのは自転車の利用というのは、ほとんどの方が今、車を運転していらして、

自転車を利用される方はちょっとそこまで出かけようかなっていうのはそ

の利便性と高齢者の方がほとんど多いのではないかなというふうに感じる

ところです。そこで今回、本町としては、どのような周知方の手段をとられ

るのか、お願いします。 

○新田町長 はい。 

○笹原議長 新田町長。 

 （新田町長 登壇） 

○新田町長 はい、川越議員のご質問にお答えします。先ほど、教育長が答弁いたしま

したとおり改正道路交通法が本年４月１日に施行されたことによりまして、

これまで、保護者は 13 歳未満の子どもにヘルメットを被らせるよう努めな

ければならないという規定であったものが、自転車を運転する全ての人がヘ

ルメットを被ることに努めなければならないというのはもちろんのこと、同

乗する方にもヘルメットを被らせるよう努めなければならないなど、ヘルメ

ットの着用の努力義務が課されたことであります。 

また、これも繰り返しになりますが平成 29年 10月に施行された鹿児島県
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民のための自転車の安全で適正な利用に関する条例におきましても、自転車

の利用者に対してヘルメットの着用が努力義務と規定されているところで

ございます。 

自転車による事故で亡くなった方の約６割が頭部に致命傷を負っており、

ヘルメットを着用してない場合の致死率は、着用している場合と比較し約

2.3 倍も高くなるとの統計情報もございます。川越議員からございましたよ

うに、当該制度の改正に関する町民への協力依頼や周知につきましては、錦

江警察署では免許更新時の法定講習等でも行っているところでもございま

すし、また、当町としましても交通安全協会が主催する法令講習、それから

広報紙やホームページ、自転車ヘルメット等の着用をですね、頭部を守るこ

との重要性ということで、周知をしてまいりたいというふうに考えておりま

す。 

 （新田町長 降壇） 

○8番  

川越議員 

はい。 

○笹原議長 ８番、川越君。 

○8番  

川越議員 

４月の春の交通安全週間が始まったときに防災無線で、一度放送はありま

したですね。それを何人の方がお聞きになったかよく分かりません。また、

町報等についても、どれぐらい読まれているのかなっていうような疑問もあ

るわけですが、なるべくそういったものを使いながら周知もしていただかな

ければならないと思っております。 

そこで、提案でございますが、ただいま町長がおっしゃった手段の中にチ

ラシという方法が入っておりませんでしたが、町報を見ていただく方もほと

んどの方ではないわけでありまして、どれくらいの方がお読みになるのか分

かりませんが、チラシなら手軽く１枚の紙でございますので、そういった方

法も経費はいりますけれども、考えていただければいいのかなと思っている

ところです。それと、サロンとか長寿会への例えば講話を頼まれた講師の方

に、極力そういったヘルメットの着用の部分も宣伝をしていただくというよ

うな方法もございますが、いかがでしょうか。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 まずいろんな多用途の媒体を通じて周知していくということは大事なこ

とだというふうに思っております。６月号でしたけれども、昨日発行されま

したが、その中にも自転車のヘルメット着用のお願いをしたところでござい

ます。ただおっしゃるようにそれが、全ての方々がというわけにはなかなか

いきません。目につくところ目につくところで、いろんな機会を通じて周知
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をしていくことっていうのは非常に大切なことかと思いますので、今後、ま

だサロンでしたりとか、長寿会でしたりとか、そういったところでいろんな

会議がある際にですね、まずは体操をする前に、こういったことも考えてね

というようなお話をするとかですね、事あるごとにですね、ヘルメット着用

についてのお願い等をやはりしていく必要はあろうかなというふうに思っ

ておるところでございます。 

○8番  

川越議員 

はい。 

○笹原議長 ８番、川越君。 

○8番  

川越議員 

罰則を伴わないということでございますので、強制もできませんし、努力

義務ですから、目を三角にして云々ということもできないわけですけれども

できるだけ、事故防止のためにあるいは後遺症がひどくならないようにそう

いった形の中で、予防としての啓発をお願いをしたいと思います。 

それでは次に、環境整備についてお聞きをいたします。老朽化した家屋に

ついては、町はこれまで撤去費用の 30％上限、30 万を３年間、それからそ

のあと確か 15％、15 万の補助事業も実施をしてこられましたし、敷地内に

ある老朽化した小屋等についても、この補助金が適用されるようになりまし

たというような事業もしていただきました。それから、所有者の不明の空き

家に対しても、自治会の活動モデル事業として、何件かやっていただいて今

年も田代の表木自治会が自治会を中心にして、そういった空き家を撤去し、

10 年間にわたってそこは自治会がいろんなことを活用したり、管理をして

いくよというような事業ももちろんしていただいたところです。 

しかしながら、そういった中でも非常に危険な家屋があったり、台風のた

びごとにいろんな苦情が出るような家屋がなぜ絶えていかないかというこ

となんですが、もともとは、これ個人の財産でございますので、私たち議員

が、町がどうということではございませんが、撤去するにしても 30％の補

助金があったにしても、本人が負担する額が非常に大きいというようなこと

もひとつの原因であろうかと思うんです。それを 50％にしなさいとかとい

うことでありませんが、それが原因で進まないということもあるだろうと。

もう１つは、親が残した財産であるにもかかわらず子どもが、その財産の管

理ができないと。だからどこにも連絡しようもないというようなその対象者

がなかなか難しいというようなことでもあろうかと思います。 

そのようなことから、毎年同じ方が同じ苦情を私のところにも言ってみえ

ます。それはなかなか、解決にはいかないところでありますが、畢竟、住民

が頼りにするのは、行政だと最終的には。行政であろうというふうに考えて

おります。そこで、最終的には行政の力を借りなければ、ほかに手段がない
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というふうに町民は考えているのですが、町の対応というのは、これまでし

ていただいた部分以上に、何か対応していただけるようなものがあるでしょ

うか。これは、危険家屋だけではなくてその敷地の中に生えている雑草や樹

木といったものも兼ねて回答をお願いしたいと思います。 

○新田町長 議長。 

〇笹原議長 新田町長。 

○新田町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川越議員のご質問にお答えします。まず、老朽化した空き家、それから管

理者不在による空き地の雑草等に関する苦情、相談は年々増加傾向にありま

して、昨年度は 20 件、本年度は既に７件寄せられているところです。担当

課におきましては、住民からの苦情相談がありますと、まずは現地に出向い

た上で状況の確認を行い、適切な管理が必要であると判断した場合は、固定

資産税の課税台帳や戸籍等から、所有者や相続人等を特定し、空き家等の適

正管理の通知を送付し、所有者の方に適切な対応をお願いしているところで

ございます。なお通知には、現況写真等も添付することとしておりまして、

老朽空き家であれば、空き家の解体撤去補助金制度の申請方法を記載したチ

ラシを同封するなり、また空き地であればシルバー人材センターの連絡先を

記載しているところでございます。これらの作業につきましては、空家特別

措置法の第３条において、所有者、または管理者の責務として、周辺の生活

環境に悪影響を及ぼさないよう適切な管理に努めることとされていますこ

とから、所有者または、管理者に頼らざるを得ない状況となっており、適正

管理の通知を送付した方の中には、空き家解体撤去事業補助金の活用によ

り、空き家解体撤去をしていただいた方や敷地内の繁茂した草木を伐採して

いただいている方々もいらっしゃるところであります。 

以上のようにあくまでも議員もおっしゃったように、個人の財産でありま

すことから、相談のあった物件についてはこれまで同様、現地を確認し、所

有者等の方々に状況をお伝えしながら、適切な管理に努めていただくよう、

引き続き粘り強くお願いを行ってまいりたいと思っております。以上です。 

○8番  

川越議員 

はい。 

〇笹原議長 ８番、川越君。 
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○8番  

川越議員 

今、シルバー人材センターとかあるいは、固定資産の台帳から住所を導き

出してそこに連絡をするとかっていうことができる人は非常にいいのです

が、なかなかその言うと、もうどうも手が付けられないというところもあり

ます。そういったときには、どこに助けを求めればいいのかなというような、

相談を受けるわけですが、その方々もさっき触れましたように、やはり同じ

方が毎年、相談を受けているわけです。そうしたときに、他人の財産ではあ

るんですけれども、法的に何かその処置ができるというようなことはないの

でしょうか。例えば、その家屋については私もよく存じませんので、もちろ

んそちらのお知恵を借りるよりほかにありませんが、ただその木の枝等につ

いては、４月以降ちょっと民法の改正も行われて、ちょっと３つぐらいの条

件を満たせば勝手に切っていいということではないけれども、処分ができる

というようなことも聞いておりますが、その辺の指導というのはどこがされ

るんですか。 

○新田町長 議長。 

〇笹原議長 新田町長。 

○新田町長 民法の改正等の事実については、私が知り得ている情報が足りないかもし

れませんが、民法の 233条によりまして、隣地の木の枝が境界線を超えると

きには、その所有者に枝を切除させることができる。これはその所有者にし

なさいと言うような民法の規定なんですね。私どもも考えているのは、例え

ばその所有者がなかなか連絡つかない。所有者が連絡しても動いてくれな

い。そうした場合、私たちどうすればいいのかっていうところのご相談かと

いうふうに思ってます。現状としましてはですね、あくまでも民法の改正が

あったとしても、その所有権を侵害することは、まだ現段階では不可能かな

というふうに思っています。ただ、今度大きく変わった中で、相続土地国庫

帰属制度っていうのがございます。いろんな条件があるんですけれども、更

地であるとか、担保に入っていないとか、境界線が明確にされているとか、

土壌汚染、埋設物がないとか、こういった条件を満たせばですね、国のほう

にこれを何とか相談できませんかという相談の制度がございまして国庫の

ほうで、それが１年から２年かかるとは言われておりますが、それを帰属さ

せるということはある制度がスタートしているようです。ただし、そういっ

たことについても、あくまでも相続人がそれを申出ていただけなければいけ

ないということがございまして、第三者である周辺の方々が、それをという

ことはなかなか現状では難しいと思います。したがいまして、相続関係人の

方にですね、何とか連絡取れて、例えば自治会として、何とかしていただけ

ませんかという声でもあればですね、それは、自治会活動の中で、そこをお

願いするというのもあったりするのかなというふうには思っております。し
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たがいましてそこを超えた中で第三者での対応というのは現状では非常に

困難な状況かなというふうに思っているところです。 

○8番  

川越議員 

はい。 

〇笹原議長 ８番、川越君。 

○8番  

川越議員 

先ほど、ちょっと触れましたけれども毎年同じ場所の同じ人が被害を被っ

ていますが、というようなこれにどうにか対応はできないかということなん

ですが、シルバーさんとか町を仲介として、例えば向こう５年間については

同じ作業をずっと続けていっていいですよっていうような契約はとれない

ものでしょうか。所有者がはっきりしてればですね。毎年同じことを繰り返

して言うともう相手も嫌気がさして電話にも出られないというような状況

も聞いておりますが、それよりもちょっと、例えば草木が繁茂した場合の対

応については、実際は所有者がちゃんとしなくちゃいけないんですよね。財

産を持ってる所有者の方がですね。その方にちょっとおかしいんですが、ど

こか仲介をしていただけるような機関があれば、そこが向こう５年間につい

ては同じ事案について続けて作業ができるというようなそういった言えば

システムというのは、どうでしょうか。できないものでしょうかね。そうす

ると毎年同じような言えば、騒動が起こってこないということなんですけ

ど。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 はい、新田町長。 

○新田町長 今、政策のほうに問合せ、相談が来る案件というのは、同じ方が多いとい

うのも私も承知しております。ただ新たに向こう５年間とか 10 年間とかっ

ていうようなことになりますと、制度をですね、つくっていく必要があろう

かなと思いますし、当然、第一義的な民法上の所有者は誰なのかというとこ

ろからの意思表示がないことには、あくまでもそこを飛び越えて行政が強制

執行をするというようなことはですね、なかなか非常に難しゅうございま

す。 

例えばの話ですけども、先ほど申し上げたように相続土地の国庫帰属制度

等をですね、もっと周知していって、まずは相談してくださいと。そうする

と法務局のほうから申請書が届けられた際に、私どものほうにも情報が共有

されるというようなことでございますんで、抜本的にはそういった解決方法

で求めていかなければ、じゃあそれを仮に一時的に自治会がやってあげまし

ょうとしても、自治会もそれをずっとやるためには費用がかかりますよと。

そうすると、今、自治会運営交付金をお出ししてますけれどもそれだけでは

なかなか費用的にも賄えないねっていう話も出てきますので、現行の制度上
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としては、まずは、私どものほうから適正管理の周知をし、そして連絡が取

れた場合はこういった新たな相続土地国庫帰属制度あたりもですね、周知し

ていくことによってもう、次の代に私はこの土地を引継ぎたくないというよ

うな方も結構多うございますんで、そういった方たちは、まずはそういった

既存の制度の中でですね、申出をされていっていただければなと思っており

ますこれが、４月の 27 日からスタートした制度でございますんで、是非、

こういった活用はしていただきたいなと思っております。 

ちなみに鹿児島地方法務局でもですね５月の 19 日までに相談が 136 件寄

せられたそうです。県内各地ですね、管轄区域ですので、こういった情報も

ですね、政策のほうとしてはもう資料も準備ができておりますので、今後の

空き地等の苦情相談があった場合は適正通知の中にこういった情報も含め

て、まずは情報を周知していくと。あとはもうどうしようもなくなった場合

は、例えば自治会の方々と空き家解体をした事業がうち独自の事業がござい

ますけれども、そういった組立てをもう少し時間かけてしていかないといけ

ないというふうに思っております。 

○8番  

川越議員 

はい。 

○笹原議長 ８番、川越君。 

○8番  

川越議員 

もしですね。例えばもう所有者が私はもうこの土地はいりませんと。です

からもう町に寄附をしましょうということにですね、近い将来そうなってく

るんだろうと思うんですよ。管理もできない、管理をする金もない、側から

は言われる。そういう中で私も年をとっていきますので、こういう財産はも

う要りませんと言ったときに、町に寄附をしたいとしたときに、町の規定と

いうのは、どういうふうになっているのか、それを判定をされる方はどうい

う方たちがいらっしゃるのか、もしあればお願いします。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 現段階ではですね寄附申出というのも出ております。何とか引き取ってく

れんかというお話が出ておりますが、ただ、これもそれが活用できるもので

あればですね、それなりの対応をやりたいというふうに思いますし、今新た

にというか、非常に老朽空き家については中心市街地の都市計画区域の用途

が設定されている区域内の老朽空き家については、寄附申出の事業もスター

トしているところです。ですので、そういったところの活用のあるところで

したら、何とか次のステップに進めるのかなと思いますが、町内広うござい

まして、なんでもかんでも、どこでもかしこでもというような申出をされま

してもですね、なかなか難しいのが現実です。既存の制度というのはござい
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ませんので、お申出があったときにいろんな状況を考えながら、これが今後

活用できるものなのか、そういったのは判断をしていかないといけないとい

うことにはなろうと思いますが、積極的に寄附を受け入れるという町政では

今ないところです。 

したがって、先ほど申し上げましたように４月 27 日からスタートしまし

た相続土地国庫帰属制度、こういったものをまずはご利用いただいて、そう

いった制度が、国としても、全国各地でこういった問題が出てるっていうの

はあって民法上の改正をされたことですから、そういったのをまずは活用し

ていただくことが先決かなというふうに思っております。以上です。 

○8番  

川越議員 

はい。 

○笹原議長 ８番、川越君。 

○8番  

川越議員 

これから台風の時期を迎えてですね、危険家屋については瓦が飛ぶとかい

ろんな苦情もあるわけです。また、敷地に隣の枝が非常に入ってきてですね

それも言えば、所有者がはっきりしないと切れないとか、そういった苦情も

あるわけです。町民の苦情についてはですね、大なり小なりあるわけですけ

れども、やはりその畢竟、窓口になるのは行政であるだろうと、私はこうい

うふうに思っております。いろんな形で、その方法もあるかもしれませんの

で、その辺は懇切丁寧にですね、ご指導いただきまして、どうにかけがのな

いような形でお願いをしたいと思っております。ありがとうございました。 

○笹原議長 ここでしばらく休憩をします。１時 30分から開始します。 

 休憩 13：22 

再開 13：30 

○笹原議長 それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。次に、10番、水口君の発言

を許します。10番、水口君。 

 （１０番 水口議員 質問者席へ登壇） 

○10番 

水口議員 

大変な雨の中になりましたけれども、災害が起きなければよろしいんです

が、先ほどもちょっと、最近、議会の通告はしておりませんけれども、もう、

城ケ崎の信号のあそこらがもう３件、この前５月から続けて、事故があるよ

うですので総務課のほうも事故には気をつけるように告知していただけれ

ばと思います。 

それでは、通告に従いまして質問してまいりたいと思います。この前です

ね、町の有線放送のほうで、産業建設課でしたかね。成牛の結果の報告がご

ざいました。だからそのときにちょっと値下がりをしたと。３万円程度とい

うような話でしたので、普段、我々大根占は聞いておりませんので、そうい

った値段とかそういうのはなかったんですよね。報告が。だから、今回畜産
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農家の方は大変だなと。前から聞いてたんです。燃料上がった、飼料が上が

った、いろんな関係でですね大変だ、大変だという声を聞いてたもんですか

ら今回質問させていただきます。 

そういった関係で、発表があったわけですが、私どもが考えたときに、飼

料米と畜産農家が契約して、飼料米を牛の生産の方々とコラボを組んでやっ

て、一応反当８万ですか。それを耕作者に補助すると。そして、畜産農家は、

それを持って帰って飼料としてやっていくというような錦江町のそれはも

う、全国でもあると思うんですが、そういった対応がしてございます。それ

から、この飼料米の植付けの面積とかね。そういうのはどうでしょうか、今。 

それから、ワラがですね、この前、宿利原に上がるところに大きな大型車

がいまして、その中に普段見ないワラの角ばったやつがですね、大変大型車

に積んでございました。やはりそういう買入れがあるのかなあというふうに

思いましたので、そういった感じの経費削減とかですね、いろんな方面でど

う努力されているのか、それをお聞きいたします。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

 （新田町長 登壇）） 

○新田町長 水口議員のご質問にお答えします。まず、冒頭おっしゃられた飼料米の面

積についてですけれども、令和５年度の契約状況で申し上げますと、7,744

アールでございます。年々ＷＣＳの契約状況については、増加傾向にあると

いうところでございます。それと、子牛の価格については、昨年より値下が

りを続けておりまして、月によっては、取引価格にばらつきがございますが、

５月せりの状況は、メス・去勢を合わせた取引価格の平均で、前月に比べま

して、約４万 8千円の値下がり、昨年と本年の平均を比較しましても、約５

万円の値下がりとなっております。 

ご質問にありますように、経費も濃厚飼料を中心に価格が上昇しており、

肉用牛経営は厳しい状況にあると認識しております。このような中、餌とな

る飼料の調達経費や方法は、経費節減の観点から非常に重要であり、農家の

方々も飼料の自給に努めておられます。飼料用稲わら、一般的にＷＣＳと申

しますが、町内での契約・植え付けについては、先ほど申し上げたように年々

増加しておりまして、今年度は、ＷＣＳが水田活用の直接支払い交付金の戦

略作物に位置づけられた平成 29年度と比較しますと、ほぼ倍増の 77ヘクタ

ールとなっているところでございます。 

また、価格を少しでも安く抑えるよう、租飼料の共同購入も若手農家を中

心に進んでいるところです。町としましても、租飼料の自給率を高めるため

に、国の事業を活用して、租飼料の作付けや収穫用の機械導入を進めてまい
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りました。また昨年は、コロナ対応地方創生臨時交付金を活用して、母牛経

費への支援を行ったところでございます。なお、今年度はさらに町内での飼

料自給率向上のための試験として、栄養価の高い青刈りトウモロコシの栽培

と給餌の実証実験、牛が好んで摂取するという新品種のソルガムの栽培、給

餌の実証実験に取り組んでおられます。農家の皆様へ経費節減につながる調

達方法の情報提供や町内での飼料自給率の向上の取組も一層、今後とも引き

続き進めてまいりたいと考えているところです。以上です。 

 （新田町長 降壇） 

○10番  

水口議員 

はい、10番 

○笹原議長 10番、水口君。 

○10番  

水口議員 

先ほどマスクをしておりましたけれども、執行部はマスクをするというこ

とで、我々は本人のあれでいいということでしたので、今日はマスクをして

一般質問を本人に任せるということでしたから、しましたけれども、コロナ

の影響やらでですね値下がり、いろいろ収まったということで、この牛の価

格が下がった１番問題は、やはり今ウクライナからロシア、戦争のために飼

料が届かないとか、非常に厳しい時代だとは聞いております。そういった意

味で、本町としてもＷＣＳの問題でいろいろと取り組んでおられて、耕作面

積も大変だと。一応、耕作者が生産はするけど、畜産農家の方々がそれをい

ただいて、食べさすという仕組みになっているということでございました。

この前も畜産の小屋の補助も出ているようでございましたけれども、今、若

手の方が非常に畜産には闘志を向けられてるというふうに聞きますんで、ひ

とつ本町もですね、そういった経費節減なり、もう原油代はしょうがないで

すけれども、いろんな飼料とかワラの手伝いをしてほしいというふうに思い

ます。 

それから私がいつも思うんですが、今、テレビ等で見ていますと、松坂牛

やＡ５のや、いろんな感じで高級な焼肉を食べていらっしゃるようでござい

ます。そういった意味で、錦江町にですね１つ錦江ブランド、昔言ってまし

た佐多牛とかそういった松阪牛とかそういうのができるような感じで、でき

ないもんかというふうに思いますが、そういうまだ今までそういった話は、

なかったですかね。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 水口議員のご質問にお答えします。品種の良い子牛の生産のためには、繁

殖農家の技術はもとより、血統が重視されることから、現在鹿児島牛に対す

る高い評価は、県、市町村ＪＡ経済連など関係団体が連携して、長年にわた
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って研究を続けてきたことが実を結んだ結果だと承知しております。 

ブランド化につきましては、他産地との差別化のため能力のある種雄牛の

改良や生産技術の確立など、長い年月と膨大な試験研究費が必要となり、単

独の自治体でブランドを確立することは困難であろうと考えます。本町では

これまで、優良牛保留対策事業などで優良牛の確保に努めてまいりました。

また、県では次回の全国和牛能力共進会に向けて、すぐれた種雄牛の確保に

向けた支援制度を講じているところでございます。 

したがいまして、引き続き種雄牛や母牛の確保、導入生産技術の経費節減

のために、新技術の導入など関係団体と連携して進めていくことで、生産農

家の経営安定を支援してまいりたいと考えております。以上です。 

○10番  

水口議員 

はい。 

○笹原議長 10番、水口君。 

○10番  

水口議員 

本町だけでの問題じゃなくて農協とかいろんな経済連、いろんな連携があ

ると思うんです。そういった中で、ひとつ錦江町の特有のあるような、生産

の仕方、例えばですね、これは養殖で魚のほうにちょっとあって、自分たち

のところのお茶を入れたりとか、そういうのがありますから、できたらそう

いうのができるんだったらこれはもうここしかないような作物をですね、腹

いっぱい食べさせて、お尻の形を良くするとか、霜降りをつけるとか、ビー

ルを飲ませるとか、松坂牛なんかたまにはビールも飲ませると聞きますか

ら、魔王でも飲ませてですね、牛の肉を良くするというような試し的にでも、

１つ足がかりをつくってほしいというふうに思っております。 

それから、２番目に入りますが、今度はお茶もですね、皆さんもこの町の

基幹産業は農業であるということで、意識はされていると思うんですが、今、

農家の方々は本当にもう笑い顔を出してくれません。先ほども、同僚議員の

ほうからも出ましたけれども、もう、１番茶が勝負であって、もう本当に 2

千円を切ったらもう生活が大変だと。それをするためには反別を減らして、

価値あるお茶にしたらどうかというような意見もございますけれども、本町

においては、今、生産者の方も多くいらっしゃいます。ですから、私の質問

としてはですね、個々の生産ではなくして、薩摩半島の方々は知覧茶、頴娃

茶一緒になって 1つのブランドをつくっておられます。あとは売り方だろう

と思うんですよ。作るのも大変でしょうけれども、ですから、錦江町では田

代ともう大根占と同じ、ちょっとこれはもう高度差がありますから、早出し

遅出し、いろいろあると思うんですがそれは難しい話ですが、ひとつなんと

かあっちの畑はもう、大体同じような条件で作っていらっしゃるから同じお

茶でできると思うんですが、こっちはちょっと厳しいんじゃないかというふ
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うに思います。だけど、そういう入れ物だけでもですね、何々茶、何々茶、

新茶やどうこうじゃなくして、錦江町の名前を１つ付けて販売する考えはあ

りませんか。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 はい、新田町長。 

○新田町長 水口議員のご質問にお答えします。まず、議員がご指摘されたように、お

茶の取引価格というのが非常に今低迷しております。昨日の小吉議員のご質

問にあったのも事実でございます。昨年、若干上向いたもののですね、本年

の１番茶の実績を見ますと平均価格で 15.1％下がっております。お茶のブラ

ンドに関するご質問ではございますが、水口議員もおっしゃったように薩摩

半島の南九州市でこれまで知覧茶、頴娃茶、川辺茶というものをですね、そ

れぞれあったものが 29 年度から知覧茶として統一銘柄で出荷を開始した事

例をお示しになられたことかと思います。ブランド化、統一銘柄化につきま

しては、栽培でしたりとか製造方法を統一しなければなりません。県内では、

様々なお茶の種類がございまして、大隅半島にも主なものでも浅蒸し茶です

ね、それから深蒸し茶、玉緑茶などがあり、本町でも大根占地区は、大根占

茶として深蒸し茶、田代地区は、田代茶として浅蒸し茶として取引をされて

おります。また、土壌や気候の違いからも品質の均一化は、町内でも難しい

ものと思われます。 

なお、紅茶等につきましてはですね、一部で販売はされておりますが、県

茶市場等でも取引があるようですけれども取引価格も低調で、高値での販売

は望めないような状況でございます。 

それから、以前から申されているように、抹茶というようなお話もござい

ましたが、抹茶の加工施設となりますとですね、碾茶工場が必要になってき

ますので、多額の投資が必要な状況から現段階で、生産者にですねそういっ

たものをお勧めするような状況ではないかというふうに思っております。 

それと、独自のブランド化につきましての見解ですが、これまで同様、県

茶市場を通じた取引が中心になりつつもですね、新たな販路を模索できない

ものか。引き続き情報収集をしつつ、生産者の方々と情報交換もしてまいり

たいというふうに考えております。以上です。 

○10番  

水口議員 

はい。 

○笹原議長 10番、水口委員。 

○10番  

水口議員 

今、回答がございました通り今、このリーフ茶、こうしてお茶を入れるの

に対する日本人の考え方が変わったのかなと。ペットボトル化になって、非

常に今、テレビなんかでおいしいお茶の飲み方といって温度から何からいろ
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いろテレビであるんですが、なかなかそれに若い方々がついて来られない

と。そして、今、錦江町の教育委員会のほうも子どもさんに一応配布されて

おります。袋入りでなんですが、私なんかもそれを入れて、飲むんですがこ

れはもう多分、町水の場合よりもちょっと自然の水のほうがやっぱり、また

水にもよって、お茶が違うというようなのがこのお茶でございます。そして、

それにまたここあたりの１番茶をちょっと加えれば、またおいしいというよ

うな感じでございます。ぜひ、今も続けていらっしゃいますけれども是非こ

の生産を消費をまた、子どもたちに各家庭に配るっていうのも、まだ続けて

ほしいと要望いたしております。 

それから、お茶というと、これも本当、先ほど出ました紅茶、それから日

本茶、これを外国に売りに行ったらね、大変なことですよ。飲みませんよ。

我々は、どっちかって今、コーヒーを飲む若い人なんかが多い。逆に。です

から、そこらは錦江町にみえたら、ぜひ、こういう感じで新緑でいいですよ

と、水もいいし、なかなか味も深いですよというような感じでやって、うそ

も方便じゃないですけれども、お茶を楽しんでいただく場所を見つけていた

だいてですね、錦江町にも昔は各担当課に住民が来られたら、リーフ茶でお

茶を入れて、はいどうぞって感じでやっておられたと聞きます。今は、我々

もペットボトルです。議会もそれと今、下の入り口のほうに給湯器があって

それに押したら、出てくるサービスも非常にあれはちょっと濃いですけれど

もあります。そういった意味で、錦江町といったらお茶、それが一応もう主

流だというような感じでですね、面積が多いはずですから、農業がただお茶

と畜産とじゃなくていろんなブランドを持っているジャガイモ、それから、

絹ざやインゲン、いろんなピーマン、それから、ミニトマトもいろんなのが

あるわけですが今回は、そういった農業を全体的には何ですか良い方は非常

にいいんですよ。そういった意味で畜産農家やらお茶農家、こういった人な

んかは、今、いろんな意味で影響ある方々ですので、それを何とか支援して

いただきたいというふうに思っております。お茶はこれぐらいでいいんです

が、今度はたばこの方、もう２人になったと。たばこ農家の方も減ったと。

今、この前もちょっと聞いたんですけれども、今、就農場所が都城から熊本

ですか。収納場所が。皆さんもご存じのとおり、行政からも応援に行ったり、

支援をされていたんですけれども、また遠くなったということでちょっと大

変だろうと思いますが、そういうところに行ってですね、こう言ってはなん

ですがもう一声とか、もう検査をＡＢ本葉どうこうというような形で、でき

ないもんか、行ってらっしゃるのか、そこらをちょっとお尋ねいたします。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 
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○新田町長 水口議員のご質問にお答えします。議員もご存じのように、たばこ耕作者

は、平成以降３回にわたるＪＴの廃作奨励施策によりまして、平成 20 年に

72 戸であった耕作農家が現在では、２戸に減少しております。収納場所に

つきましても、平成 18 年までは、曽於市大隅町岩川で行われておりました

が、翌年から、宮崎県都城市に移り、昨年からは熊本県合志市のＪＴ西日本

原料本部で行われているところです。 

たばこの収納の状況も、以前と大きく変わっておりまして、昨年の収納は

生産者のみ立入りが許可されたそうです。本年の収納の方法については、８

月に行われる予定の関係者の会議で決定されるとのことですが、また、そう

いった新たな情報が入りましたら、議会事務局等を通じてですね、議員の皆

様にもお知らせはしたいと考えております。以上です。 

○10番  

水口議員 

はい。 

○笹原議長 10番、水口君。 

○10番  

水口議員 

たばこの場合には、もう今、全国的にもう喫煙をしないような感じで大変、

やめられた方がいて、生産影響も多いと思うんですよね。だけど、あとは品

質、それから値段、生活面で良いのか悪いのか、そこは、もう個人の判断で

今度は、生産農家の方は、やめる場合の休耕の手当も出ましたから多分やめ

られた方がいたんだろうというふうに思いますが、今度は、何を植えるのか

という声も出ています。それは、カライモに転換をしたり大根に転換をした

りいろんな転換もあるだろうけど、そういった方々は、機械も持っていらっ

しゃるので、多分農業はやめられないというふうに思いますんで、いい知恵

がございましたら皆さんと話し合ってですね、あとの農業を検討していただ

きたいというふうに思います。農業につきましては、価格低迷というような

もうあんまり錦江町にとっては、あまりいい話ではございませんけれども、

厳しいながらも生産量を上げていただいて、とにかく基幹産業である農業を

頑張ってほしいというふうに思っております。 

それから次の質問でございますが、町木クスノキ、町花ヤマフジについて

ちょっとお聞きいたします。もう長い間、街路樹としてクスノキが植種され

ております。このクスノキがですね、もう皆さんもご存じなんですが、根占

の大楠、それから旗山神社の楠、もう幹回りが何ｍもなるような、これはも

う大木になる木でございます。それを平成 17 年の合併のときに、一応、錦

江町の町木として、クスノキ、町花としてヤマフジ、これが指定されたわけ

です。そういった意味で、それ以前に植えてあったんです。これは。クスノ

キが。もう 40 年以上になるんじゃないでしょうかね。そうしたときに、こ

の言うたら昔の町道じゃなくて、バイパスとは言いませんけど、できて、こ
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こが 269という名前になって、今、ちょうど港の信号から、そこの警察の手

前まで植栽されております。そういった意味でですね、この前これが２月ぐ

らいだったですかね。これは落葉樹なんですよね。葉が散ります。風が強い

西の風が当たります。葉が落ちたときにですね、もう歩道に敷き詰まるよう

な葉っぱです。ですからそういうときに、高齢者の方々が２人出て、ほうき

と塵箱を持って一生懸命されているところを一遍見てみました。そういった

方々からもうこの葉は、どうにかならないのか。それでこれをどうするのか

と聞けば、もう裏へ持って行って堆肥にするか、町のビニール袋に入れて出

すと言われました。ですから、この問題をどうしよう、これは県だと思うん

ですよね。植えたのは。我々は、それをどうこうとは言えないと思うんです

が、やっぱり、住民としてやっぱそういうのは言いたくなるというのがクス

ノキでございますんで、そこらを県やら要望されたことが、今までありまし

たか。それを聞きます。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 水口議員のご質問にお答えします。街路樹の管理につきましては、議員が

今申されましたように、国道の管理者である県大隅地域振興局建設部で行っ

ていただいているところでございます。これまでも、町としましては街路樹

のクスノキの落葉については、私どものほうへも苦情が寄せられておりま

す。そういうことを含めましてですね、新芽が出始める４月から５月の１か

月前に県に状況写真等をあわせてですね、要望書を提出するなど落ち葉の処

理の要望を行ってきておりますし、今後も引き続き要望をいろんな会議の中

でですね、土木事業連絡会とかございますので、そういった中でも、要望も

行っていきたいと思います。もう、議員のところもそうですけれども、私の

ところにもですね、何とかしてくれというようなお話は再三来ておりますの

で、引き続きこれは管理者へのですね、要請活動を強化していきたいという

ふうに考えております。以上です。 

○10番  

水口議員 

はい。 

○笹原議長 10番、水口委員。 

○10番  

水口議員 

届いているところもあると思うんですよ。今、言うたらなんですけれども、

同じような高さ、同じような樹木じゃないんですよ。ところによっては、伐

採をされて、背の小さい感じでされております。１番私は、大型車が通った

ときに、後を通ったとき保冷車の髙いの、それからユンボが積んだ高いのは

枝をみんなやります。落ちます。そういった意味で、なるべくいってほしい

んですが、伐採できないのかと言うのは次の今と変わらないんですが、この
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クスノキ自体が、小さくなるだけに木の根っこはすごいんですよね。もう、

どんどん太くなってきます。 

そうしたら、もう３番目なんですが、縁石、もう歩道と道路との、もう倒

れてきております。こういうのを見たときに、果たしてこれをこのままにす

るのだろうかと思って、やはりこういうのもやっぱりどう対応するのかやっ

ぱり町長のほうも言ってほしいというふうに枝もなんですが、そういった幹

に対する道路への大きさの状況は、あまりにもこれをほったらかししてると

ですね、私はちょっと大変なことになるんじゃないかというふうに思ってお

ります。そういうこともあります。ですから、そういうふうに縁石が倒れな

いように、お願いをしてほしいというのが本音でございます。今、クスノキ

だけ言いましたけれども、このクスノキも何か匂いがして虫よけにできるよ

うなあれもありますから、そういった意味で幅広く、県とも話をしてほしい

と思います。 

それから、４番目にですね私は鹿屋市の市役所に行ったことがございま

す。あそこの通りに大体１ｍぐらいでしたかね、切ってあるんです。多分、

クスノキです。ですから、同僚議員が前も質問したとおり、店舗から道路に

出るとき見晴らしが非常に見にくいところもございますんで、もうひとつ今

日は、こういう話を町の皆さんにするあれじゃないですけれども要望として

町民から出ましたということぐらいは、伐採じゃないですけれども、もう根

元も大きくならん以上は、ちょうど１ｍ50 ぐらい切ってございました。そ

ういうことで、このクスノキに対しては十分な対応を早めに聞いてくださ

い。それから、ヤマフジの話、町花の話を次のページに書いてございますん

で、皆さん、ヤマフジをこの前議会の広報紙の表紙に掲げてありました。あ

れは、花瀬公園の藤棚の全体を撮ったんですが、藤の花もちょっとこうして

やったほうがいいというような話があって、花の一輪を大きくしたわけで

す。これは田代町の田代の方が、ヤマフジは知っておられると思うんです。

テレビなんかでですね、このヤマフジと普通の藤とどう違うのかというた

ら、下がりが違うんです。ライトアップをして霧島の向こうのほうにあるん

ですよね。そういった藤棚が。ところが、本町のここの藤棚はですね、咲い

たことが、課長、ありますかね。議員の皆さんどうでしょうか。私は、町の

花だから、町長、県の花は何ですか。県花。この喧嘩じゃなくて、県の花。

ミヤマキリシマ。ツツジのあの。そういった感じでいろいろどこもあるんだ

けど、東串良なんか祭りをしてるがね。ですから、今ヤマフジをするんだっ

たら、錦江町の横の本庁のヤマフジを垂らけてですね、ライトアップするぐ

らいの良い育て方はできないですか。これは町長にも聞きたいですけど、総

務課長もどう考えているか、そこをお２人とも聞かしてください。 
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○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 まず本町の横の藤棚の花の件です。平成 20 年当時本庁舎北側に植栽しま

した藤棚につきましては、毎年５月と７月下旬に職員の剪定作業を行い、樹

形を整えているところでございますが、議員ご指摘のとおり、毎年咲く花が

少ない状況でございます。ただ、咲いていないわけではないです。私も、花

は確認はしております。ただ、盛りが少ないということについてはですね、

例えば支所の藤棚からすると、全く少ないというのは認識しております。花

が咲かない要因としましては、花芽が付き始める時期に私どものほうが剪定

を行っていたこととか、それから、肥料が不足していたことも考えられます

ことから、今年の作業についてはですね、その点に注意して管理作業を行っ

てまいりたいと考えております。以上です。 

○10番  

水口議員 

はい。 

○笹原議長 10番、水口君。 

○10番  

水口議員 

藤の花と言ったら物すごくきれいな感じが、イメージがあってヤマフジと

言ったらなおのことですから、町花としては非常にもう最適じゃないかと、

錦江町においてはそういうふうに思います。それから花もですね、今度は、

これ下場まで伸びていますから、棚に植えて、伸びているから、ここらにも

気象的には合うと思うんですよ。それと我々は、梶原園芸さんとかいろんな

園芸屋さんに行けばこの藤の苗木があるんですが、もうちょっとこれを普及

する、これは町の花なので何か植えてもらえんですかというような話はでき

ないですか。町花として今、苗を何とかしようかという話はできませんかね。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 水口議員のご質問にお答えします。藤の木は桜の散った初夏に淡い紫や白

色の花を咲かせるとともに、心地よい香りを漂わせるなど、とても美しい植

物であることは認識しております。特に田代支所のところでありますとか、

でんしろう館のあたりですとか、田代に非常に美しい藤棚があることも私も

確認をしております。 

しかしながら、マメ科の落葉性の蔓植物でございまして、この特性上です

ね非常に繁殖力が強く、根や蔓が広範囲に広がることなどから、管理が非常

に大変なことが想定されます。一般家庭の庭にですね、植栽する植物として

は少々不向きではないかなというようなことも考えておりまして、今回議員

からご提案いただきましたが、藤の苗木の配布というところは現段階では考

えていないところでございます。以上です。 
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○10番  

水口議員 

はい。 

○笹原議長 10番、水口君。 

○10番  

水口議員 

理由は理由であれ、町の花ですから、そういった意味では、例えば今綺麗

ですよというようなＰＲをしてですね、花見じゃないけど、桜はもうどこで

も今植えてあったりしますけれども今、我々が車の上から藤を見れるといっ

たたら、皆倉に高いところに誰も入ってない家があるんですよ。空き家が。

そこの棚が咲きます。普段見えるところは。そうですので、一応それはもう

見えるところを言っただけでございますが、とにかく、私どもは錦江町とい

ったら入ってきたら、今日は雨が強いもんだからもう真っ黒してます。街路

樹の関係でね。大きな関係で暗い感じがします。そういった意味でも、ある

程度高さを切っていただいて、今、切ってあるところもあるんですが、ばら

ばらなんで、こっちがちょっと何本こっちが何本。そしたらこの前住民の

方々から、文句を言ったところの場所を切られるのかと聞きました。いやい

や、それはないですけれども、これは町の木じゃなくて、これは県が管理し

てるんですよと言ってありますんで、そこらは今日、いろいろと質問しまし

たけれども、何とか努力をしてください。もう県の要望を我々がどれだけ言

ってもどうこうっておっしゃったときに書かしたらいいんですよ。要望書

を。そして、もう私は特に城ヶ崎の斜面のあそこの問題について、いつも県

に文句を言ってるんですが、なかなかもう今日は、うちの前はプールです。

車が通ったらすごいですよ。こういうのを一般質問で言うのはなんですけれ

ども、ひとつ県とのこういった要望とか町から上がった場合にはそれを建設

課の方々は特に留意して伝えてください。終わります。 

 （10番 水口議員 質問者席から降壇） 

○笹原議長 ここでしばらく休憩いたします。２時 15分まで休憩いたします。 

 休憩 14：09 

再開 14：15 

○笹原議長 それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。次に、６番、染川議員の発

言を許します。６番、染川君。 

 （6番 染川議員 質問者席へ登壇） 

○6番  

染川議員 

お疲れさまです。私を入れてあと３人ですので、お互いに頑張っていきま

しょう。１番、昼食を取ってつらい時期ですので、よろしくお願いいたしま

す。通告しました空き家対策について質問をいたします。平成 27 年に実施

した本町の空き家の実態調査で、全体で約 900件、そのうち空き家バンクに

登録してもらえるような空き家が約 600件。その中で、補修が必要な物件が

約 220 件、それから廃屋や特定空き家が約 300 件であったと思います。平
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成28年度から、空き家バンクに登録された件数は約52件と聞いております。

現時点で、空き家の数はどれくらいになっているのか。その中で、危険な廃

屋の数や空き家バンク等への登録はどのくらいの数になっているのか、伺い

たいと思います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

 （新田町長 登壇） 

○新田町長 染川議員のご質問にお答えします。まず、１件目の数年前に本町の空き家

の実態調査をした以降のですね、空き家バンクへの登録の状況でございます

が、議員もご指摘になられたように 27 年度に実施しました、空き家実態調

査では 1,380件を対象に調査をし、空き家でないものや物件などを除くと、

903件が本町の空き家として捉えている数字となっております。 

この 903件の内訳としましては、議員がおっしゃったとおり利活用できる

空き家が 599 件、廃屋、補修不能な空き家が 304 件となっております。そ

れと、平成 28 年度から取り組んでおります空き家バンクへの登録件数は、

５月末現在で 65件ですが、取下げや再登録を除きますと実際には 52件、議

員もご指摘のとおりでございます。このうち、実態調査で利活用できる空き

家として判断された件数は９件となっているところです。なお、これまで空

き家バンクに登録され、成約までに至った件数は売買が 18 件、賃貸が 25

件となっているところでございます。以上です。 

 （新田町長 降壇） 

○6番  

染川議員 

はい。 

○笹原議長 ６番、染川君。 

○6番  

染川議員 

町長が、課長時代にこの空き家解消のために様々な対策を立てられて、本

町でも空き家解消のための様々な撤去の補助金、そしてまた空き家リフォー

ムの支援事業の補助金など、様々な対応をされてきております。そういう中

で、相続など様々な状況で空き家になった空き家の持ち主は、空き家になっ

たとき、そのあとどうするのか分からない状態で維持していて、特に今は困

っていないから、いつか子どもが使うかもしれないからとか、使う目的が決

まらない状態のまま放置される、何となく空き家という状況で空き家が増え

ていて、全国で約 350万件にもなっているというふうに言われております。

国交省の住宅宅地分科会の会長をされて、横浜市立大学の教授をされてる齊

藤広子先生が、何となく空き家という名前を命名されておりますけれども、

国が令和元年に空き家の所有者に聞いた実態調査があります。それによりま

すと、空き家にしておく理由は、物が残っているため物置として必要がある
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ためとういうのが約 60％、解体費用をかけたくないというのが約 47％、更

地にしても使い道がないからというのが 37％、好きなときに利用、処分で

きなくなるからというのが 34％、住宅の質の低さが約 33％、将来使うかも

しれないというのが約 33％、取り壊すと固定資産税が高くなるからという

のが 26％、特に困っていないというのが 25％と言われております。国会で

空家等対策特別措置法の改正案が審議中であります。ひとつに具体的に自治

体がＮＰＯや社団法人など、支援法人として指定して、持ち主からの相談対

応や管理、そして持ち主の探索や特定をする、２つ目に危険な空き家予備軍

の対策として、管理不全空き家の新設をして、これから地域の迷惑になる恐

れのある空き家に対して自治体が指導、勧告ができるようにする。また、こ

れまで居住用という理由で、減額されていた固定資産税の優遇措置が解除さ

れて、最大６倍になる可能性もあるという改正案等です。これらを踏まえ、

空家対策特別措置法の改正案が昨日ですね、７日、国会で可決され、半年ぐ

らいで施行実施ということのようです。これらを踏まえまして、本町でも今

後、何か対策を計画する考えがあるのか、お聞きしたいと思います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 今染川議員、ご指摘がございましたけれども、空き家については様々な規

制面、これまでは規制の強化、それから議員ご指摘のように相続をしない者

に対する罰則、そういったものが出てきております。それから、税の６分の

１軽減の撤廃改正とかですね、そういったものが出てきておりますが、あく

までも私どもとしましては、現段階では、これまで踏襲してきた事業を引き

続き進めてまいりたいというふうに思っております。空き家に係る課題につ

いては、先ほど議員もご紹介いただきましたけれども、空き家の所有者は困

っていないというのが非常に大きな問題だと思ってます。なぜならばこちら

のほうに住んでいらっしゃらないから、その方々にはこの実態というのがお

伝えできていない。したがいまして、私ども政策のほうでは、いろんな機会

を通じて通知、写真等も送っている状況もございます。それと、やはり大き

な民法のもともとの問題としまして 940条にございますように、相続放棄を

したいとおっしゃる方々も結構いらっしゃいますが、相続放棄は次の方々へ

の所有権が移るまではその方が管理をしていかないといけないという大き

な法的な規定もあるわけですから、私どもとしましてもこれまで同様のいろ

んな施策をお伝えしながら、法律はこうなんですよというところも丁寧なお

伝えをしながらですね、やっていかなければいけないかなと思っておりま

す。これまでなかなか相続がなされない、もしくは管理不全なところについ

て、自治会の活動によって、今少ないですけれども２か所ほど、解体ができ
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ました。それを自治会有地として 10 年間お使いいただく。それから、今中

心市街地の大きな老朽物件についても、動き始めているところですので、ま

ずは、そういった既存のほかの自治体にはないものですので、そういった制

度をうまく活用しながら、粘り強くやっていきたいというふうに思っている

ところです。以上です。 

○6番  

染川議員 

はい。 

○笹原議長 ６番、染川君。 

○6番  

染川議員 

高齢者も多くなって人口減少に伴い、空き家は今後も増えるだろうと予想

もされるわけですから、何らかのいろんな方法として様々な対策を講じるこ

とが必要になってくるのかなと。それが近隣にも迷惑がかからないような状

態をまた取り戻せる最善策かなというふうにも考えます。今後、いろんな形

で持ち主、また相続人等にいろんな形で対応しながら、空き家の解消に努め

ていっていただきたいというふうに思っております。 

次に、２番目の質問に入ります。長年、空き家を放置したために危険にな

っている物件も非常に増えているというふうに思っております。これらの危

険家屋には、地域猫や通常言われている野良猫、そしてまた、小動物等の住

処にもなっているというところも多いと聞いております。また、持ち主が亡

くなって相続人が、相続放棄しても敷地内からの原因で発生した通行人等へ

の事故というのは、相続放棄した相続人であっても管理責任というのはある

ということで、損害賠償の対象になる、そういう義務が発生するということ

で最高裁の判例も出ております。 

しかし、火災が発生した場合に隣家に類焼をしても、法的には賠償責任ま

では及ばないというようなことで、道義的には責任も感じられるというふう

に思いますけれども、そこまで賠償するというような事例を今までもそんな

に聞いたことはないというふうに思っております。空き家から出火して、隣

が火事になった家主さんは、非常に迷惑なことだというふうにも考えており

ます。このようなことから、空き家になったりしたときは、空き家の関係者

が、電気、ガス、水道というようなものを停止する関係機関に申出をいたし

ます。特に電気は、九州電力でメーター器を切ってもらうというような処置

をとられますけれども、電柱からメーター器までの引込線は、受要家が九電

等に要請しないと九電が勝手に切れないという状況であるそうです。何年も

放置された空き家の電柱からメーター器までの一時引込線は、強風や塩害等

で、電線被覆が摩耗したりして、漏電やショートしたりして、火災の原因に

なる可能性が高いというようなことらしいです。昨年 12 月に弓場下の自治

会内で、空き家で電柱からの一時引込線の電線がショートして、火花が数ｍ
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走ったという事例がございました。幸いにも火災までにはなりませんでした

が、消防なども出動し、そしてまた警察も来て対処してくれました。今後も

町内どこでも起こりうる事例だと思っております。町の広報紙や様々な形で

周知を図ってもらいたいというふうに思っております。火災の未然防止とい

う意味からも、空き家の管理が滞っている。そういう中で、電柱からメータ

ー器までの引込線のほうまでは、気が回らないということも多かろうと思い

ますけれども、やはりそのために火災が発生すれば、類焼にも及ぶ、隣近所

が非常に迷惑を被るというようなことも生じますので、広報紙等をいろんな

方法を通じて、周知を今後図ってもらいたいというふうに思っております。

町長や担当課の考えをお聞きしたいと思います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 染川議員のご質問にお答えします。まず、電力会社等もですね確認いたし

ましたところ、やはり契約者以外の者が勝手に届け出て電線を撤去すること

はできないというような回答でございました。空き家、空き地の樹木が電線

に干渉して電線がむき出しになっているなど、危険性を伴う場合は、会社の

ほうが現地を確認して、確認の結果、危険性があると判断した場合は撤去し

ますというようなことでございます。ただし、やはりまずは第一義的には、

そこの所有者の責任でございますので、今後とも所有者の適正管理の中での

通知の中にそういったお知らせをするとともに、特に広報紙、ホームページ

等についても、周知される対象方は、町民さんでございますので空き地、空

き家となっているところはそこの近辺に居住していらっしゃらない方が多

ございますので、そういった方々については、適正な通知と連絡をとりつつ

ですね、非常に危機管理の問題として、また町民さんのほうから、そういっ

た危険性が寄せられましたら、私どものほうで九州電力事業者と連携をとり

ながら、対応のほうは行ってまいりたいというふうに考えております。以上

です。 

○6番  

染川議員 

はい。 

○笹原議長 ６番、染川君。 

○6番  

染川議員 

先般同僚議員も質問しましたけれども、この空き家、空き地については、

非常に町民からの近隣の苦情も多いというようなことでその対策に非常に

苦慮されている。今後も空き家が増えてくる可能性というのは非常に大き

い。固定資産税の基本台帳等でも、相続放棄をした方でも相続人というよう

な方は分かっておるわけですから、空き家から出た事故というのは、近隣、

もしくは通行人等に事故が発生した場合には、それ相応の賠償責任があるん
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ですよというようなことも含めて、空き家の関係者には連絡もしてもらいた

いと。そういう中で、いろんな災害を未然に防止するような方法も一緒に合

わせて通知もしてもらいたいというふうに思いますので、重ねてお願い申し

上げまして、質問を終わらせてもらいます。よろしくお願いします。 

 （6番 染川議員 質問者席へ降壇） 

○笹原議長 ここでしばらく休憩します。２時 40分から再開します。 

 休憩 14：35 

再開 14：40 

○笹原議長 それでは休憩前に引き続き会議を開きます。次に、12 番、落司君の発言

を許します。12番、落司君。 

 (落司議員 質問者席へ登壇) 

〇１２番 

落司議員 

それでは通告に従いまして質問いたします。以前、高齢になっても住み慣

れた地域で安心して暮らせるまちづくりの一環として、エンディングノート

としてのつなぐノート、仮称ですが、の導入を提案いたしました。将来に対

する個人の気持ちや希望が分かるようにしておくこと、また、家や農地とい

った個人の財産をどうするかを考えることは、本人だけではなく、家族や親

戚など、その方の将来に関わる方にとって、とても大事なことであり、きっ

かけづくりになりうると考えているからです。 

答弁におきましては、マイナスイメージを持つ高齢者が多い状況にもある

ため必要性などを様々な機会をとらえて訴え、研修会等の開催も考えていき

たいとのことでありました。令和４年度の介護講習会の中で、エンディング

ノートについても講習があったようですが、参加者の反応など、どのような

状況であったでしょうか。また、それを踏まえ今後どのように推進していく

考えなのかお尋ねします。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

 （新田町長 登壇） 

○新田町長 落司議員のご質問にお答えします。エンディングノートにつきましては、

マイナスイメージを持つ高齢者の方が多い状況もあり、必要性など様々な機

会を通じて理解していただけるよう、介護講習会の中で説明してきておりま

す。 

令和４年度の講習会では、町内４地区に分けまして計 14 回開催し、参加

を希望された延べ 133 名の町民の方々に受講していただいたところでござ

います。講習会では、介護される方の意思をしっかりと周りに伝えることの

大切さやどんなことを書けばよいのか、また、法的な拘束力はないので、も

っと気軽に書いてもよいものであることなどをお伝えしました。 
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ご参加いただいた町民の方からは、いつかは介護される側となるため、自

分はどうしたい、自分が大切にしていること、どこで過ごしたいなどと、も

しものときのために自分が望む最善のことについて考える機会となった、な

どのご感想をいただいたところです。本年度は、民生委員や介護者に接する

機会のあるヘルパー等の専門職の方々を対象に引き続き、介護講習会を開催

し、介護者やそのご家族、さらには広く町民の方々への浸透を図ってまいり

たいと考えております。 

また、町民の方に終活に関する相談や様々な役に立つ情報の提供ができる

ように、現在、社会福祉協議会で終活サポート事業の調査研究も進めている

ところでございます。終活サポートの１つのツールとしても、もしものとき

に備えてエンディングノートの活用は必要であることは認識しております。

このため、６月号の広報紙でございましたけれども、５月に社会福祉協議会

がエンディングノートを１つのサンプルとして作成いたしましたので、今月

号の広報紙に情報提供として、お出ししているところです。町としましても、

様々な生活環境実態があることなどからですね、これが全ての解決策にはな

らないとは思いますけれども、１つの自分を見直すもしくは介護者の負担を

少しでも、軽減するための１つのツールとして、普及啓発を図ってまいりた

いというふうに思っております。以上でございます。 

 （新田町長 降壇） 

〇１２番 

落司議員 

はい。 

○笹原議長 12番、落司君。 

〇１２番 

落司議員 

介護講習会のほうには 133名の方が参加していただいて、そこの意義とい

うのを理解していただけたのかなというふうに感じているところです。 

また、社協のほうでエンディングノートを作成していただいているという

ことで、今、答弁をいただきました、広報紙を掲載があるということで、ち

ょっと少し拝見させていただいたんですけれども、もしものときのためにと

いうことで、活用しませんかということで掲載があります。 ただ、一方で

こちらがですね、ホームページからダウンロードして活用してくださいとい

うことなんですが、対象となる方は、当然私世代も対象とはなるかとは思い

ますが、今喫緊で必要とされている方っていう方々が、例えばホームページ

からダウンロードして、活用できるのかと思ったときになかなか難しいので

はないかなというふうに思うところです。そういった場合の対策としてはど

のように考えていらっしゃいますか。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 
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○新田町長 議員ご指摘のとおり、これを有効に活用されたい方々っていうのは高齢者

の方々であったり、介護者であったりという状況だと思います。社協のホー

ムページにはホームページからダウンロードしてくださいということもご

ざいましてですね、ちょっとこれでは、なかなかうまくいかないということ

で昨日、ちょっと遅くなりましたけれども、介護福祉課長に指示しまして、

まずはそれぞれこれを書物として、本支所に設置するようにしなさいと、社

協にも当然同じように設置するようにしなさいという指示を出したところ

です。それから、将来に備えた将来設計の準備として若い方々がお使いにな

るのであればホームページからのダウンロード、これエクセルでつくってご

ざいますので、それについては、町のホームページから社協のホームページ

にリンクを張りなさいというようなことを指示したところです。今後もです

ね、いろんな多様な情報の受入れ主体がいらっしゃる中ですので、そこはも

う少し配慮した形での情報提供というのはすべきだというふうに思ってい

るところでございます。以上でございます。 

○12番  

落司議員 

はい。 

○笹原議長 12番、落司君。 

○12番  

落司議員 

早速、対応のほうしていただいてありがとうございます。という部分と、

あとですね先ほどちゃんと社協のホームページと町のホームページがリン

クするような形にも対応していただけるということで、確かに町のホームペ

ージを見たときに、社協のホームページに飛べるような形にはなってなかっ

たのでなかなかその社協をホームページから入ってっていうのは、まずされ

ないのかなというふうに思いましたので、やはりそこの部分も対応していた

だけるっていうことで、ぜひそういった形で、町のホームページからもそう

いった形でのダウンロード等もできるように、対応はしていただきたいとい

うように進めていただきたいと思います。そういった中で、例えば、ほかの

終活サポート事業をされているところは、出前講座等も今、されていらっし

ゃるところも見受けられます。エンディングノートを活用して終活に向けて

の出前講座等をしていく考えがあるかどうか、お聞かせいただきたいと思い

ます。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 まず、出前講座の考え方についてですけれども、いろんな機会を通じてで

すね、ご自分の介護者であったり、介護される方が、ある程度今後の将来設

計の中で整理をするという意味では出前相談というようなものも必要かな

と思っておるんですが、今、私が社協にちょっと指示をしておりますのは、



- 60 - 

 

やはり今後、自分の最後を看取ってくれる人がいないとか、なかなか頼めな

いとかという方々が、ある一定程度いらっしゃるのではないかなという推測

をしております。霧島市でありましたりとか、それから福岡市でありました

りとか、終活サポートセンターというものを設置しまして、自分の最期とい

うわけではなくてですね、どういうことを整理しておけばいいのかというよ

うな、そういったところの情報提供、相談業務というのもやってらっしゃる

ところもございますので、今、社協のほうにはですねそういったことが当社

協でできないものなのかというのを事業所も含めて、今調べさせておりま

す。ただ、一部にはですね、預託金等が必要であったりとか、事象によって

はですねっていうのがございますので、もう少し時間をかけてですね、でき

るところとちょっと経費がかかることの整理をしなきゃいかんなというと

ころで、今指示をしているところでございますので、もうしばらく、そうい

った点については調査研究させていただきたいと思います。以上です。 

○12番  

落司議員 

はい。 

○笹原議長 12番、落司君。 

○12番  

落司議員 

答弁にもありましたように預託金等で見てみますと 50 万が必要であった

りとかっていうそういった支援をされていらっしゃるところも多く見られ

ますのでやはり、この町に合った在り方っていうのが間違いなくあると思い

ますので、時間がかかることかもしれませんけれども、この町に合った形で

の情報提供といいますか、施策っていうものを進めていただきたいなという

ことで、次の質問に入らせていただきます。 

高齢者福祉に関しては、様々な事業があります。高齢者の状態、元気であ

るのか、見守りや介護を必要とするのかなどによって、利用できるサービス

も異なることもありますが、その都度その都度、担当課で対応はしていただ

いていると思っております。ただ、病気やけがなどによって状態も変化しや

すいこと、また、認知症のように日常生活における小さな変化は、当事者で

は気づきづらかったり、受け入れることが難しく、表面化し対応がなされる

までに時間もかかってしまうことも考えられます。やはり、その状態にかか

わらず、どのようなサービスがあるかを知っておくことで、安心にもつなが

ると考えます。 

また、自分がサービス等の情報を持っていることで、誰かの地域の方の助

けになるとも考えます。最近では、スマホやタブレットを利用している高齢

者も増えてきておりますが、では、情報にアクセスしやすいかとなると、ま

だまだの状況ではないかと考えます。そこで、今年度、高齢者福祉・第９期
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介護保険計画も策定されますことから、事業の見直しや新たな取組などが見

られるかと思われます。それに合わせて、サービス、高齢者に関わる事業や

教室を掲載した一覧表をつくる考えはないかお尋ねいたします。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 落司議員のご質問にお答えします。本町の高齢化率は、令和５年５月現在

で 47.2％となっており、高齢化の進行に伴い、高齢者世帯も増えてきている

ところです。また、元気な方や介護が必要な方など、状態も様々でございま

す。これまで、高齢者の方ができる限り住みなれた地域や家庭で、自分らし

い暮らしを続けることができるように、要介護度や世帯の状況等に応じ適切

なサービスを活用できるよう、地域包括支援センターを中心に、居宅介護事

業所や介護事業所と連携して支援してきております。 

しかしながら、高齢者の状態によって、利用できるサービスの種類につき

ましては、介護保険利用の手引きや社会資源一覧表などを作成いたしてはお

りますが、議員のご指摘のとおり、町民の方への周知が不足しているのでは

ないかという点も認識しているところでございます。 

今年度は、高齢者福祉・第９期介護保険計画を策定いたしますので、それ

ぞれのサービス内容を精査し、今年度中に高齢者福祉サービスの一覧表を作

成しまして、来年度には各世帯へ配布できるよう進めてまいりたいと考えて

おります。以上です。 

○12番  

落司議員 

はい。 

○笹原議長 12番、落司君。 

○12番  

落司議員 

今年度中にそういった形で進めていただくということで理解いたしまし

た。やはりですね情報がいろんなところにあり過ぎると、なかなか把握がで

きなかったりとかしてきます。やはり高齢者は、情報を取りにいかないとい

けないっていうときにやはり先ほども申しましたとおり、紙媒体とかそうい

う形ではないと、なかなかやっぱり取りづらいっていうのは現状としてある

わけです。ましてやそこを理解しておけば、自分がそういう立場じゃなくて

も、もし隣近所にそういう方がいらっしゃったら、こういうことを使えるけ

ど相談してみたらという相談を促すこともできるのかなというふうに考え

ますので、やはりそういった一覧表っていうのがあることで安心につながり

ますし、やはりお互いに助け合うというまた、コミュニティの再構築ではな

いですけれども、そういったことにもつながっていくのかなというふうに思

います。 

そしてこういった高齢者の福祉に関して、こういった一覧表をつくってい
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ただきたいなという形で、提案させていただきましたけれども、今後ですね

やはり全世代においてそういった取組っていうのは必要ではないかなとい

うふうに考えております。例えば、子どもさん方で悩んでいらっしゃる方が、

どうすればいいのかっていうのが分からなかったときに、例えば、周りにこ

ういう支援があるんだよっていうのを大人が気づいて、その保護者に何とな

く教えてあげるとか、詳細は分からなくてもちゃんと助けてくれる場所があ

るんだよっていう気づくきっかけになると思いますので、今後の展開として

そういったところまでを視野に入れて取り組んでいただきたいなというふ

うに思いますが、その辺に対していかが考えますか。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 落司議員がおっしゃるとおりですね、なかなか取りに行かなければいけな

い情報っていうのは、非常に１番必要なところに届かないっていうのが、お

っしゃるとおりかというふうに思います。今、落司議員のご質問の中でもあ

りましたように、子育て支援の政策についても今、介護福祉課のほうで準備

をしてくれましたので、今度、近いうちに発行します、分かりやすい予算書

の中に入れ込みなさいということで指示をしてございます。いろんな支援の

ところ相談窓口、そういったものが、１つのもので見れるようにしたいなと

いうところはございますので、今後、先ほども回答いたしましたように、高

齢者に対するいろんなサービス事業相談体制についての一覧表も将来的に

は分かりやすい予算書なら分かりやすい予算書１冊置いておけば、全てにそ

こに、ごみの分別からいろんなものが情報が集約してございますので、でき

るだけ散在的に情報を発信するのではなくて、１本に紙であっても、まとめ

る方向性を考えながらですね、進めてまいりたいと思います。以上です。 

○12番  

落司議員 

はい。 

○笹原議長 12番、落司君。 

○12番  

落司議員 

本当にそのようにしていただきたいなというふうに思います。必要になっ

たときに取ろうと思った情報は取れるんですけれども、じゃない時にそこに

アクセスしやすい状況にあるっていうことが大事なのかなと思います。やは

り気づいたときは、もうちょっと手遅れではないですけれども、遅かったな、

もう少し早く気づいておけばもっと状況が、改善が早く望めたのにというこ

とにも繋がるかなと思いますので、やはり住民の方々がお互いに助け合いな

がら生活していくっていうことを考えたときに、そういった情報を共有し合

うというのは、すごく大事なことだと思いますので、そういった形での方向

に向けていただいて進めていただければと思います。これで私の質問を終わ
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らせていただきます。 

 （12番 落司議員 質問者席から降壇） 

○笹原議長 それではここで休憩に入ります。３時 10分から開会いたします。 

 休憩 14：58 

再開 15：09 

○笹原議長 それでは休憩前に引き続き会議を開きます。次に、２番、久本君の発言を

許します。２番、久本君。 

 （久本議員 質問者席へ登壇） 

○2番  

久本議員 

通告に基づきまして、質問をさせていただきます。まず最初にですが、商

工会の活動について質問させていただきます。商工会への一般補助金が 875

万から 275万減額し、600万となっております。コロナが第５類に指定に変

わりまして、今まで自粛や中止となったイベントや活動等があったと思いま

す。これから意欲的な活動が必要というときに増額ではなく、なぜ減額にな

ったのかということをご説明いただければと思います。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

 （新田町長 登壇） 

○新田町長 久本議員のご質問にお答えします。商工業振興事業補助を含む、町商工会

の補助金につきましては、予算要求前から産業振興課と商工会が協議の上、

要求額を決定し、予算計上したというところでございます。商工業振興事業

補助につきましては、商工会の人件費など、その運営に必要な経費に対して

支援しておりますが、近年の支給額は、875万円で数年固定をしておりまし

た。これまで、新型コロナウイルス感染症の影響による活動の自粛など、商

工会のみならず、町内の各種団体の活動も縮小し、多くの団体で前年度繰越

金などの留保財源が増加してきており、今年度予算の編成では、繰越金は確

実に次年度の活動費に活用していただき、それでもなお不足する財源を補助

金に計上することを指示して、予算を編成した次第でございます。 

この点につきましては、鹿児島県市町村法令負担金等規制審議会からも、

令和５年度の負担金規制の基本方針として、新型コロナウイルス感染症の影

響で、事業を中止または延期等をした団体に対し、令和３年度の事業未執行

に伴う令和４年度への不用額を令和５年度の負担金に的確に反映させる、こ

れは減額させるように要請がなされているところでございます。 

今年度の商工会の決算書を拝見しますと、商工会館修繕等の引当金に約

200万円、次年度繰越しが前年度比、約 150万円の計 350万円が次年度以降

の財源に回っております。これらを商工会と協議し、運営経費の増加分等も

加味した上で、今年度の商工業振興事業補助金の額を決定したところでござ
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います。なお、夏祭り事業補助など、他の補助金については、昨年と同額を

予算化しているところでございます。以上です。 

 （新田町長 降壇） 

○2番  

久本議員 

はい。 

○笹原議長 ２番、久本君。 

○2番  

久本議員 

今ですね、産業振興課と商工会と協議し、予算編成がなされたというお話、

ご答弁でしたけども、実際、一般補助金、要は職員さんの給与とかですね、

活動旅費等というところで、繰越金があったのでそちらを先に使おうという

お話だと思いますが、これは実際例えば繰越金が先に費やされて活動費が足

りなくなったということは、そのあとまた追加されるということでよろしい

ですか。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 私が答弁しましたのは、コロナ対策で事業縮小しているので、繰越金が多

くなって引当金としてそちらがもう本来の目的でないものに充当されてい

るということは、まずはそちらから使っていただきたいということですの

で、当然それだけの引当があることであれば、その範囲内で事業を進めてい

ただく必要があるということですので、それをお金がなくなったから追加

で、今年度に措置するということはあり得ません。 

○2番  

久本議員 

はい。 

○笹原議長 ２番、久本君。 

○2番  

久本議員 

繰越金のですね、運営方法というのは商工会側とはうまく協議されていま

すでしょうか。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 はい、新田町長。 

○新田町長 商工会さんが、私も総会に出ておりましたけれども、まずは自主運営団体

ということをしっかりと認識していただきたい。自主運営団体であるなら

ば、それぞれの特定の目的に応じたものは、それの特定の補助金も交付して

いるわけですので、次年度の補助金についても協議をしながらしているわけ

ですので、そこはご認識していただいているものと私は判断しております。 

○2番  

久本議員 

はい。 

○笹原議長 ２番、久本君。 

○2番  今、町長の答弁にありましたけども、総会で出たときに、一般の事業者か
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久本議員 らの質問もありましたし、商工会サイドからのご回答もあったと思います。

そちらもどのような内容かとはご存じだと思うんですけど、そうなると、や

はりそのお互いの認識だったりとか、語りというのが少し不足ではないかな

というふうに私は聞いてて感じたんですけど、その辺りはどのように認識さ

れますでしょうか。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 補助を申請する側、補助を交付する側、そこは協議した上で実施するわけ

ですので、そこは、なぜ今回補助金をそこを減額させてくれという話をした

ときに、そこでそう理解するまで商工会さんもお話をされないといけない

し、私どもとしては、私どもが交付減額をしたっていうのは、ほかの商工会

さんだけではなくて、先ほど来申し上げているようにコロナ禍によって、留

保財源が繰越しているものについては減額していきますよと。これは県も含

めた考え方ですので私どもの方針でもあるわけです。ですので、そこをお伝

えした上でしているにも関わらず、明確に答弁されなかった商工会さんとし

てのそこはご認識の差ではないかなと。私は認識された上で、これが補助が

されているものというふうに思っておりますので、そこは商工会さんのほう

もですね、明確にご回答いただく必要があったのかなとは思います。 

○2番  

久本議員 

はい。 

○笹原議長 ２番、久本君。 

○2番  

久本議員 

今の答弁になれば、そうなるとちょっとまた問題が別な問題にはなってく

るんですけども、やはりその地域の中で活動されていく団体の中の１つです

ので、お互いもちろん自主団体ではあるんですけども、そこはお互い歩み寄

る言いながら、良いベストの状態を持っていくというのが、自分は必要だと

感じますので、その辺りはどのようにお考えになりますでしょうか。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 久本議員がおっしゃっていらっしゃる趣旨というのが、私どもが一方的に

補助金を削減したというような趣旨のように私には受け止められるんです

が、やはり、私どもは税金を預かっている者として、監査委員の指摘事項に

ついても、全てにおいて補助金の適正化というのは言われているわけです

ね。コロナ禍で３年間活動が縮小していくのであれば、県としても、翌年度

は、それを反映させるのは大変なので翌々年度にそれは適正に処理していき

ましょうねという統一した考え方なんです。だから、私どもとしてもそうい

うふうなお話をしているわけでございまして、商工会さんだけではなくて、
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例えば地区公民館なりでもですね、そういった事実はあるわけなので、それ

は押しなべて同じ対応で実施しているものでありますので、そこはご認識い

ただかないといけないのかなと思います。 

○2番  

久本議員 

はい。 

○笹原議長 ２番、久本君。 

○2番  

久本議員 

そうですね、実際そこもあると思うんですけど今回新しく始まった、別件

にはなりますけど、雇用支援組織整備事業というのもありまして、こちらの

場合でですと、600万の予算が費やされるということで、このあたりは新規

事業だったり事業継承というような展開もされていくはずなので、商工会と

も必ず何らかの関係性、連携とかになると思いますので、語る場とか認識の

違いというのができるだけ差異がないような形で取り組んでいただければ

と思います。 

では、次の質問にさせていただきます。プレミアム商品券の件について質

問させていただきます。プレミアム商品券が毎回内容や販売方法が変わって

いるため、その都度、執行部の職員の方や商工会の職員さんの負担になって

おり、また購入し利用する町民からも分かりにくいという声が多数ありまし

た。これを今後、分かりやすく一元化していくというような考え方、取組と

いうのは行っていく考えがあるか、お聞かせください。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 久本議員のご質問にお答えいたします。プレミアム商品券につきまして

は、毎年度 500万円の予算を計上し、商工会に補助金等で交付して発行して

まいりましたが、一昨年は、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交

付金を活用して、通常分と合わせて約 7,290万円の事業費でプレミアム率及

び発行額も大幅に増額して実施したところでございます。 

昨年度は、鹿児島県がコロナ禍において、原油高騰や物価の高騰の影響を

受けた生活者への支援や地域経済の活性化を図るために行った鹿児島県地

域消費喚起プレミアム商品券支援事業により、1,060 万円規模の補助金等で

発行したところでございます。 

それぞれ交付目的や事業費が異なるため、プレミアム率や発行規模、また、

それに伴う書類の作成など手続を変更しなければならず、職員や商工会事務

局に負担をかけたこととは思いますが、事業設計に当たっては、購入者や事

業者の意見を極力反映し、商工会事務局と協議しながら、改善してまいった

ところでございます。販売方法についても、発行規模に応じて変更したり、

また、新型コロナウイルスの感染拡大期には万全の感染防止対策を講じる必
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要があったことから、販売場所を変更するなど、発行の都度、変更点があり

困惑された方もいらっしゃったかもしれませんが、防災行政無線や広報紙、

チラシなどで広報、周知には力を尽くしたつもりでございます。 

このように内容や販売方法の変更を行わざるを得なかった理由は、各事業

の目的等に沿って、その事業を行わなければならなかったことによるもので

ございます。一方で、町民の利便性の向上や業務の効率化は、本事業にかか

わらず重要な観点でありますので、今後、一元化することよりも、さらなる

改善に努めてまいりたいと考えております。 

なお、これまで町で実施してきたプレミアムつき商品券事業補助は、地方

消費税率引上げが、低所得者、子育て世帯の消費に与える影響を緩和すると

ともに、地域における消費を喚起、下支えするという目的で、令和元年度よ

り実施してきておりますが、社会情勢や国の施策なども当時からしますと、

大きく変化しておりますことから、本事業自体も含めた施策の検討、練り直

しも今後、していく必要があると思っております。以上です。 

○2番  

久本議員 

はい。 

○笹原議長 ２番、久本君。 

○2番  

久本議員 

今町長の答弁にありましたように、やはりここ数年間というのは、コロナ

禍という、とてもイレギュラーな状態だったと思います。あと予算の在り方

と言ってもいろいろ違いがございますので、その中で、いろいろと問題点な

り改善点なり、また次回に向けてのより良いアイデア等、出たと思いますの

で一元化とは言いませんけども、できるだけ分かりやすく、町内の事業者な

いし利用する町民さんが利用しやすいような形で取り組んでいただければ

と思います。 

次の質問に行かせていただきます。シルバー人材センターの施設管理につ

いて質問させていただきます。シルバー人材センターが、旧保健センター跡

に移動するというふうになっておると思いますが、現在、改修・引っ越しの

段取りをしていると思いますが、現段階で問題トラブル等はないか、お聞か

せください。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 はい、新田町長。 

○新田町長 久本議員のご質問にお答えします。令和４年度におきまして、実施しまし

た旧保健センターの改修工事につきまして、建物内の間仕切りや空調設備、

電話等の通信環境の整備を終え、４月１日付でシルバー人材センターとの貸

付契約を締結したところでございます。現在、シルバー人材センターの計画

では、今月中にインターネット環境を整え、移転を行うと聞いておりますが、
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現場での打合せの際、倉庫入り口の間口をもう少し広くしてほしいとの要望

をいただいておりますので、改修を検討しているところでございます。その

ほかに問題等は発生しておりませんが、今後につきましても、双方の協議を

重ね、シルバー人材センターに負担がかからず、スムーズな移転ができるよ

う作業を進めてまいりたいと考えております。以上です。 

○2番  

久本議員 

はい。 

○笹原議長 ２番、久本君。 

○2番  

久本議員 

ほかの企業さんが入るのとまた別でですね、シルバー人材センター自体は

あの施設が１年２年で抜けるというわけじゃなく、ずっとあそこに継続して

地域活動に努めていく団体さんだと思います。今、町長の答弁がありました

ように、入り口がちょっと改修が必要だという話だったんですけども、やは

りそれ以外にも幾つかシルバーセンターさん側からですね、こういうふうな

形にしてほしいというのをちょっと耳にしたりしてますので、そこはですね

先ほどの商工会さんの話ではないんですけど、やはり双方問題点、せっかく

改修されて良い活動されますので、そこは何でしょうね、良い落としどころ

を見つけていただいて、より良い活動ができればと思います。 

そこで例えばですけど、今トラックが車庫に入ってると思うんですね。シ

ルバーセンターのあれが野ざらしになるとその分老朽化が早まるので、でき

ればその辺りがカーポートないし、雨避けができるような環境という話も聞

きますので、もちろん予算限られてますが、あとはその横に置いてあるごみ

収集車ですね。そちらも今、雨晒しになってますけども、せっかく改修をさ

れるのであれば、何か良い対策、落としどころがあれば、一緒に解決してい

ただければと思います。 

次の質問に行かせていただきます。草刈り機の導入について、質問させて

いただきます。リモコン式の自動草刈り機を導入予定ですが、運営管理はど

のようになるのかお聞かせください。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 久本議員のご質問にお答えします。シルバー人材センターの高齢化と人員

不足により、除草作業に携わる会員が少なくなっていることから、作業効率

及び安全対策の向上を図るための対応策としまして、リモコン式の自動草刈

り機の導入を計画し、現在介護福祉課で導入に向けての準備を進めていると

ころでございます。ご質問の運営管理につきましては、シルバー人材センタ

ーに多くの作業依頼が寄せられることから、シルバー人材センターへ貸与す

る形で予定をしておるところです。 
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運営につきましては、安全講習会などを受講していただき、児童公園、運

動施設など公共用地での運用をお願いしたいと考えております。また、こう

した機械器具の導入により、高齢者の就労機会の確保とあわせ、体力低下に

よる作業の遅れを回避でき、シルバー人材の会員の方々の生きがいや心豊か

な生活向上につながるものではないかと思いますので、今後もサポートを含

めてですね、支援をしてまいりたいと思っております。以上です。 

○2番  

久本議員 

はい。 

○笹原議長 ２番、久本君。 

○2番  

久本議員 

やはり、今までなかったものというのが追加になります。そして今、町長

の答弁にありましたように、本来草刈りで草刈り機の操作に心得がある人、

体力がある人、ほかの方々も要はリモコンを使って草刈り作業に参加できる

という形で、新たな仕事の機会という創出につながると思いますので、今の

ところシルバー人材センターの倉庫に置くというところは決まってるとい

う話を聞いてますけども、それ以外で今町長がおっしゃったように運営方

法、管理方法というのをお互いシルバー人材センターとしっかり話して協議

されて、より良い活用方法に努めていただければと思います。 

次の質問に行かせていただきます。仕事紹介への取組について質問させて

いただきます。以前、未来づくり課に町内一円の仕事を一括して管理、紹介

する窓口を設けるというような案があったと思いますが、現在はどのような

状態かお聞かせください。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 久本議員のご質問にお答えします。議員のご質問にありましたように、平

成４年度から、ＵＩＪターンの受入れの窓口の一元化を図り、移住を希望す

る方へ住居、仕事、地域とのつなぎまでを一括して相談、対応できる体制整

備を未来づくり課に指示し、同課において１年間を通して、移住希望者を中

心に住居や仕事の情報等の相談窓口の対応を行っております。 

議員もご承知のとおり、サテライトオフィスの企業誘致に伴いまして、こ

れまで、９名の方の移住が決定し、その都度、住居の紹介を行ってまいりま

した。仕事の紹介につきましては、現段階ではハローワーク等にある町内雇

用情報をもとに相談対応を行っている状況です。令和４年度においては、主

に移住希望者が錦江町でどのような住居や仕事、生活を希望されるかなどを

対面で相談を受けながら対応してきたところでございます。以上です。 

○2番  

久本議員 

はい。 
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○笹原議長 ２番、久本君。 

○2番  

久本議員 

移住者に対してのですね、仕事の紹介というのはとても良い取組をされて

ますし、実績も上がってきているので、より良い活動だと思います。そこで

ちょっとお聞きしたいんですけど、今ハローワークのほうで掲載されている

情報を開示しているということだったんですけども、それ以外の例えば町内

にある事業者ないし行政の中であるような仕事というのをそちらで対応紹

介していくというような取組はなされないかお聞かせください。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 はい、新田町長。 

○新田町長 それ以外の求人情報の取扱いですけれども、以前、無料職業相談所の資格

を３人の職員取らせておりますけれども、その後配属が変わりまして、現在

動かせてないところです。 

町内からの行政の求人情報については、主に会計年度任用職員さん等が多

いので、防災行政無線でありましたりとか、広報紙でしたりとかいうような

ものを活用しているところです。それから、民間からの求人情報というのが、

なかなか私どものほうにですね、以前も調査をしましたけれども、求人情報

というのは上がってこないというのが実態です。ですので、民間の求人情報

があるのであればですね、どれだけの需要があるかっていうのも再度調べな

いといけませんが、以前、調査をさせたところ、求人の情報はないというこ

と。それが、ハローワークに直接行っているという状況でございまして、求

職情報も非常にハローワークも多いものの、有効求人倍率は上がってはいる

ものの、求職者は来ないというのが実態でございましたので、今その制度に

ついてはいかがしたものかな、どういった供給だったり、ニーズがあるのか

なっていうところはちょっと現段階で計りかねるところです。以上です。 

○2番  

久本議員 

はい。 

○笹原議長 ２番、久本君。 

○2番  

久本議員 

調査されたということだったんですけどやはりその調査のタイミングと

かもあります。季節労働であれば、仕事があるとこ、ないとこもあったりと。

行政に関しては、ホームページ等でも告知されてます。ただ、先ほど同僚議

員の話にもありましたけど、情報をどこに取りに行けば分からないという問

題もあったり、場合によっては求人を出す側もどこに持っていったらいいか

分からないというような広報宣伝の方法が分からない事業者もいらっしゃ

ると思います。 

例えばなんですけども、社会福祉協議会のほうが３月から３月 16 日ぐら

いまで事務員の職員の募集をされてました。これホームページに掲載された
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ので、社会協議会のホームページを見て、その記事を見る方は募集ができま

す。ですが、３月１日から 16 日の間のこの短い半月間にその情報を仕入れ

なければその求人にも募集することができないと。もちろん、予算なり、人

員、マンパワーが足りないという問題はあるとは思いますけど、今回ちょっ

と話がずれますけど、ＤＸフェロー職の契約をされていると思いますね。こ

れで、やはりＤＸと親和性が高いというのが情報運営・管理という部分です。

これが、今、先ほどの町長の答弁ですと、無料相談所のところも展開をちょ

っと考え中だという話だったんですけど、そういうような求人情報窓口じゃ

なくてもその住民サービスを向上するためのＤＸ管理、情報管理というのを

一度システム化すると、求人情報であれ、エンディングノートのあちらの情

報提示であれ、展開はしやすいと思います。ですので、お仕事を抱えてる案

件等多いとはございますが、いま１度ですね、求人情報というのは、やはり

移住する場合、あと町民の方も、衣食住、生計立てていく上での収入という

のがどうしても必要になりますので、その情報がある程度、一括管理してい

くような相談窓口、情報が提供できる場というのがあれば、これが別に未来

づくり課じゃなくてもいいとは思います。場合によっては民間に委託される

かでもいいと思いますが、そのような取組を進めていく考えがあるかどうか

お聞かせください。 

○新田町長 議長。 

○笹原議長 新田町長。 

○新田町長 企業と求職者のマッチングのところをもう少し的確に拾い上げていって、

一括化する考えはないかということですが、まず、無料職業紹介所について

は法定の項目でございますので、一定の資格を持たなければ、そういった開

設ができないというのが１つ。いろんな人が欲しい、求人が欲しいという

方々、事業者、仮にいらっしゃったとしても、それを適正な処理に基づいて

適正にやはり告知する必要はあろうかと思いますので、ただ情報を流せばい

いというものでもないような気がします。 

なので、無料職業紹介所の充実強化についてはもう少し考えていかなけれ

ばいけませんが、それ以外につきましてはですね、町民さんが対象となる求

人情報等であれば、行政情報は防災行政無線、それから民間の方々であれば、

もうちょっと仕掛けを考えなければいけませんが、うちを経由するとなりま

すと、ある程度法的なルールをクリアしていただかないといけないので、そ

れがうちから情報が発信されるとなりますとですね、例えば求職情報をこの

シートにこれだけはちゃんと書いてくださいねというようなことになりま

すと、もしかすると事業者さんが、タイムリーでない部分もあるのかもしれ

ませんので、もう少しそこは検討しないといけないのかなっていう感じはし
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ますね。以上です。 

○2番  

久本議員 

はい。 

○笹原議長 ２番、久本君。 

○2番  

久本議員 

ありがとうございます。やはりないもの取組、新しい取組もありますので

今町長がおっしゃったようにそのシステムなり、書式なりというのが、いろ

いろこれから決めていかないところというのもあると思いますので、その辺

りをですね、住民のサービス向上に活かせるために努めていただければと思

います。以上で、私の質問を終わらせていただきます。 

 （２番 久本議員 質問者席から降壇） 

○笹原議長 これで一般質問を終わります。以上で本日の日程は全部終了しました。本

日はこれで散会します。次の本会議は、６月 19 日の予定でありますので、

申し添えておきます。 

 散会 15：36 

 

 

 


